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シリーズで南魚沼市立の学校を紹介します

南魚沼市立塩沢中学校
シリーズ

14
〒949－6436 南魚沼市中778－1　☎782－0508／FAX 782－4731

◆ 全校生徒数　497人　　◆ 職員数　43人

教育目標 深く考え はげまし合って がんばり抜く生徒
　全校で取り組む「あ・じ・み・こ」の日常化
　私たちの塩沢中学校では、「あ・じ・み・こ」の４文字が学校生活の基本となっています。

●あ …あいさつの「あ」　　●じ …時間の「じ」　　●み …身だしなみの「み」　　●こ …言葉遣い

　「あ・じ・み・こ」の4つがあたりまえにできることを学校生活での基本として、すべての場面で
定着するように努めています。「あ・じ・み・こ」は、塩中生の合言葉になっています。
　生徒会の委員会活動でのキャンペーンや、毎日の部活動の中でも意識するように努め、生徒たち
は「あ・じ・み・こ」の定着に日々励んでいます。

大運動会

　大運動会は「あ・じ・み・こ」
の集大成の一つの姿。正しい身だ
しなみで、規律ある中にも熱い競
技が毎年繰り広げられています。

合唱コンクール

　緊張感のある合唱の雰囲気は、
一朝一夕には成し得ません。これ
も日常的な生活習慣作り「あ・
じ・み・こ」の成果です。

挨　拶

　あいさつは「あ・じ・み・こ」
の中でも基本中の基本！　朝の玄
関には、毎日元気なあいさつが飛
び交っています。

行事でしっかりできて
いることを、日常生活
にも波及させよう！

地域の行事に参加をしたら、
あいさつをほめられました。
あいさつすることが、あた
り前だと思っていたけど、
うれしかったです。
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「
故 

火
坂
雅
志
先
生
を
偲
ん
で
」

　

風
薫
る
５
月
で
す
。
例
年
よ
り
少
し

遅
い
万
物
躍
動
の
春
が
巡
っ
て
き
ま
し

た
。毎
春
に
痛
感
す
る
こ
と
が
、「
年ね

ん

々ね
ん

歳さ
い

々さ
い

花は
な

相あ
い

似に

た
り　

歳さ
い

々さ
い

年ね
ん

々ね
ん

人
同
じ

か
ら
ず
や
」
の
言
葉
で
す
。
大
自
然
は

悠
久
で
す
が
、
人
の
命
は
は
か
な
い
も

の
で
す
。
今
年
も
南
魚
沼
市
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
方
が
黄
泉
の
国
へ
旅

立
た
れ
ま
し
た
。
中
で
も
ま
だ
若
か
っ

た
小
説
家
の
火
坂
雅
志
先
生
の
ご
逝
去

の
報
は
、
大
き
な
悲
し
み
と
と
も
に
、

驚
愕
す
ら
覚
え
ま
し
た
。
先
生
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」
の
原
作
者

で
あ
り
、
58
歳
と
い
う
若
さ
で
の
ご
逝

去
で
し
た
。
し
ば
ら
く
前
か
ら
体
調
が

す
ぐ
れ
な
い
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
ん
な
に
早
く
し
て
帰
ら
ぬ
人

に
な
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
い
こ
と
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
誰
も
が
ご
期
待
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

す
の
で
、
返
す
返
す
残
念
で
た
ま
り
ま

せ
ん
。

　

そ
の
火
坂
先
生
と
の
お
別
れ
の
会
が

４
月
20
日
に
、
新
潟
日
報
社
の
メ
デ
ィ

ア
シ
ッ
プ
で
執
り
行
わ
れ
、
私
も
出
席

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
遠
く
は
、
山
形

県
米
沢
市
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
県

内
外
か
ら
天
地
人
関
連
を
含
む
多
く
の

方
々
が
参
列
さ
れ
、
ご
逝
去
を
悼
む
と

と
も
に
、
あ
り
し
日
の
お
姿
を
偲
び
、

感
謝
の
気
持
ち
を
語
り
合
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
に
、
先
生
が
新

潟
県
民
栄
誉
賞
に
輝
か
れ
た
こ
と
は
、

大
き
な
は
な
む
け
で
あ
り
、
泉
田
新
潟

県
知
事
の
英
断
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
当
時
は
、
南
魚
沼
市
が
誕

生
し
て
間
も
な
く
、
認
知
度
は
全
国
的

に
低
か
っ
た
こ
ろ
に
、
天
地
人
が
放
映

さ
れ
た
こ
と
で
一
躍
有
名
に
な
り
ま
し

た
。
今
で
は
「
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
や
銘
酒
「
高
千
代
」「
鶴
齢
」「
八

海
山
」
の
産
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
上

杉
景
勝
公
と
直
江
兼
続
公
の
生
誕
地
と

し
て
、
全
国
に
知
れ
渡
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
先
生
は
現
在
の
日
本

に
一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
「
義
と
愛
の

精
神
」
を
、
再
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
で
も
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
ま

し
た
。

　

改
め
ま
し
て
、
火
坂
雅
志
先
生
に
心

か
ら
感
謝
し
、
あ
り
し
日
の
先
生
を
偲

び
、
安
ら
か
な
る
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
一
言
日
記
と
い
た
し
ま
す
。

市
長
の
一言

�
日
記

国際大学留学生
　お国自慢コーナー ~ boast of my country ~

シリーズ

第25回
モザンビーク共和国 　ジョエル・ダルミロ・レオナルド さん

私の国はこんなところ
　モザンビークは、人口2,400万人の多文化と多
言語が混在する南アフリカに位置する国です。ポ

ルトガルの植民地でしたが、1975年6月25日に独立しました。北、中央、
南の3つの地域に分かれ、11の州があります。
　公用語はポルトガル語ですが、41におよぶ現地語もあります。現地語で
1番多く話されているのがマクア語（23.6％の北と中央地域）、2番目はツォ
ンガ語（11.4％の北地域）、そしてロムウェ語（7.9％の中央地域）です。
　モザンビークの観光のお勧めは、世界遺産に登録されたモザンビーク島で
す。歴史的にも重要な場所で、おいしい料理もたくさんあります。

南魚沼市に住んで感じたこと
　南魚沼市はとても静かできれいなところです。人とのコミュニケーション
のとり方や、遊びに行く場所などが私の国とは異なります。天候や食べ物も
全く違います。
　日本人は、外国人や観光客と話すことを苦手とする人もいるようですが、
私の国では気軽にいろいろな人たちと話します。
　雪の降らない国から来た私にとって、雪の降る景色はとても印象的です。

モザンビーク共和国

［公用語］ポルトガル語
［首　都］マプト
［面　積］801,590㎢（35位）
［人　口］23,920,000人
［GDP（PPP）］186億ドル（101位）
［通　貨］メティカル（MZM）
※�GDPは国内総生産のことで、購買力平
価説（PPP）により算出した数値です
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　住みよい未来の南魚沼市をともに築くために、「気になっていること」「こうなったらいいな」など、普
段思っていることを、一緒に考えてみませんか？
　生涯住み続けたい南魚沼市のために、みなさんの「声」をお聞かせください。
　今年も〔えきまえ図書館 本の杜

もり

〕を会場の一つとします。多くのみなさんの参加をお待ちしています。

⃝内　　容　①市長からの市政全般説明
　　　　　　②市からの情報提供「マイナンバー制度について」
　　　　　　③意見交換会
⃝日程一覧　開始時刻　19：30 ～（えきまえ図書館 本の杜のみ18：30 ～）

【どの会場におこしいただいても構いません】

～市長メッセージ～
　南魚沼市が市制を施行してから10年を過ぎました。今年は、新
たな未来に向け、さらなる一歩を踏み出す年となります。
　これからの10年をともに築いていくために、みなさまの声をお
聞かせください。
� 南魚沼市長　井 口 一 郎　

期　日 曜日 会��　　場
5月11日 月 雪国おくにじまん会館　※

5月13日 水 大崎農業会館　※

5月19日 火 後山集落センター

5月22日 金 辻又地域多目的センター

5月27日 水 清水ふれあい会館

6月 3日 水 栃窪集落センター

6月 5日 金 石打農業者トレーニングセンター　※

6月22日 月 上田農村環境改善センター　※

6月23日 火 中之島農村環境改善センター　※

6月25日 木 えきまえ図書館�本の杜　多目的室

6月26日 金 塩沢公民館　※

7月 3日 金 城内地域開発センター　※

7月 6日 月 大巻地域開発センター　※

7月 7日 火 五十沢地域開発センター　※

※は、地域づくり協議会の拠点施設「地区センター」です

平成27年度 市政懇談会 開催中
～未来の南魚沼市のために～

� 【問合せ】　企画政策課　企画班　☎773－6672　
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市
民
ふ
れ
あ
い
講
座
は
、
行

政
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
市
民
参
加
に
よ
る
開

か
れ
た
市
政
の
実
現
を
め
ざ
し
、

行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
職
員
が
集
会
な
ど
に
直

接
出
向
き
、
講
座
一
覧
に
掲
げ

た
施
策
や
事
業
な
ど
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　

気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
市
民
ふ
れ
あ
い
講
座
は
要

望
や
苦
情
、
交
渉
な
ど
を
行

う
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
要
項

⃝
対
象
と
な
る
集
会

　

お
お
む
ね
１０
人
以
上
の
市
民

が
参
加
し
、
市
内
で
開
催
さ
れ

る
集
会

⃝
会
場
の
手
配

　

集
会
の
開
催
・
運
営
、
会
場

の
手
配
な
ど
は
申
込
者
が
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

⃝
実
施
す
る
日
時

　

原
則
と
し
て
、
希
望
に
合
わ

せ
ま
す
。
時
間
は
、
午
前
９
時

【
問
合
せ
・
申
込
み
】　
秘
書
広
報
室

�

☎
７
７
３

－

６
６
５
８
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
２

－

３
０
５
５

～
午
後
９
時
の
間
で
、
１
講
座

の
所
要
時
間
は
約
６０
分
で
す
。

（
３０
番
の
普
通
救
命
講
習
会
は

約
３
時
間
）

⃝
講
座
メ
ニ
ュ
ー

　

下
記
の
講
座
一
覧
表
か
ら
選

ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
以
外
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
相
談
く
だ

さ
い
。

⃝
費
用

　

市
職
員
の
派
遣
費
用
、
資
料

代
は
不
要
で
す
。

　

集
会
の
開
催
・
運
営
経
費
や

会
場
使
用
料
、
有
料
の
資
料
を

指
定
さ
れ
た
場
合
の
経
費
は
、

申
込
者
で
負
担
く
だ
さ
い
。

⃝
申
込
み
方
法

　

講
座
開
催
希
望
日
の
１４
日
前

ま
で
に
、
申
込
書
を
秘
書
広
報

室
か
、
講
座
担
当
課
に
提
出
く

だ
さ
い
。

　

後
日
、
決
定
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

※ 

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
申
込
み

可
。
申
請
書
は
、
秘
書
広
報

室
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン

タ
ー
ま
で
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

⃝平成27年度　市民ふれあい講座�メニュー一覧
番号 メニュー名 内　　　容 担当係・班名

1 マイナンバー制度 制度の概要、住民票などのコンビニ交付 総務課 防災庶務班
市民課 市民係

2 防災対策 災害への備え 総務課 防災庶務班
3 市の予算と財政状況 一般会計・特別会計の予算内容と財政状況 財政課 財政係
4 住民税・所得税のしくみ 所得計算、市・県民税と所得税の申告 税務課 市民税係
5 農業所得 収支内訳書、減価償却費 税務課 市民税係
6 交通安全教室 交通ルールを守って交通事故防止 環境交通課
7 考えようごみ問題 ごみの分別と再資源化 廃棄物対策係
8 介護保険のしくみと利用方法 介護保険のしくみ、利用方法、介護保険サービス事業所の紹介 介護保険課 介護保険係
9 介護予防でいきいき生活 介護予防のポイント、介護予防事業の紹介 介護保険課 包括支援係
10 認知症サポーター養成講座 認知症の正しい理解と接し方 介護保険課 包括支援係
11 生活習慣病予防教室 生活習慣病予防のノウハウを教えます 医療対策室
12 かしこい医療機関の利用方法 「うおぬま・米（まい）ねっと」の利用と医療機関の賢い受診方法 医療対策室
13 出張健康講座 自己流ではない自分に合った食べ方を学習 保健課
14 スリムアップ教室 日ごろの運動不足を解消し、スッキリスリムになる方法を学習 保健課
15 おためし筋力づくり教室 自立した生活に必要な筋力を維持するための体操を体験 保健課
16 ウォーキングロード・健康ウォーキング 市内の健康ウォーキングロードを歩いて、地域のいいとこ発見と運動の効果を実感 保健課
17 血圧の正しい測り方から学ぶ健康管理 いきいきライフの基本は血圧の安定。あなたの血圧の知識は古いかも? 保健課
18 南魚沼市民の血管が危ない! 市民の健康実態を知って、自分の健診結果の徹底活用を! 保健課
19 楽しく食育 乳幼児期から老年期までの食育を学習。希望で料理講習も開催 保健課

20 飲酒と心の健康　～お酒の上手な飲み方～
住民健診の結果、40 ～ 74歳の市民は3年連続毎日飲酒県内第1位!
お酒には賢い飲み方がある! 保健課

21 うつ病の理解と対応、�心のサポートを考える
カギは、早期発見・早期対応。ストレス社会を乗り切るために何が必要
か?　互いのサポートも学習 保健課

22 お口の健康教室 大人だって健康の一歩はお口から!　今知れば一生の宝。めざせ8020歯の健康 保健課
23 がん予防と早期発見 生活習慣改善でがん予防。健診、人間ドックやがん検診の必要性と効果を学習 保健課

24 ことば・こころを育む育児力アップ講座
親とほほ笑みあいなどのさまざまな経験から1歳6か月前後にはしゃべるように
なる赤ちゃん。言葉と心の成長を促す関わり方、スキンシップなどを教えます 保健課

25 地域の力でサルによる農作物被害を防ごう!
サルによる農作物の被害対策などを、市内での取組みの紹介やパンフ
レット・紙芝居などで説明します 農林課 農業振興係

26 消費生活相談1 多重債務とならないために、主な事例と解決方法 商工観光課 商工振興班
27 消費生活相談2 気をつけよう悪質商法、主な事例と解決方法 商工観光課 商工振興班
28 南魚沼市の文化財 市の文化財の説明 社会教育課 文化振興係
29 図書館を使いこうなそう 図書館の利用方法、各種サービスの紹介 社会教育課 図書館係
30 普通救命講習会 心肺蘇生法、止血法、異物除去、AED使用法など 消防本部 警防課救急係
31 火災予防教室 消火器の使用方法、煙体験、住宅用火災警報器の設置方法、油漏れの予防など 消防本部 予防課予防係

�
市
民
ふ
れ
あ
い
講
座

い
つ
　

　

で
も
ど
こ
　

　
で
も

市報 みなみ魚沼　平成27年5月1日発行5



市税納期限メールお知らせサービスを利用ください

　登録いただいた人に、市税の納期限日をメールでお知らせする「市税納期限お知らせ」サービスがあり
ます。各税目の期別ごとに配信しますので、「納期限のうっかり忘れ防止」「口座振替
の残高チェック」に利用ください。
　登録は無料で、納税通知書の発送（当初発行分のみ）もお知らせします。
　 登録はこちらから  ➡ zeimu＠minami-u.jp
⃝登録方法
　① 上記アドレスに空メール（件名・本文なし）を送信　※迷惑メール対策などの設定で受信できない

場合は、ドメイン「＠minami-u.jp」を受信できるように設定後に送信
　②「登録通知」メールを受信したら、指定URLをクリックし、希望する税目、メール内容を選択
　③情報入力後、「登録」ボタンを押して終了

安全・確実!�口座振替（口座からの自動引き落とし）が便利です

　口座振替日の前営業日（営業時間内）までに入金ください。残高不足で口座振替ができなかった場合は、
届いた｢口座振替不納通知書｣を使い、現金でコンビニエンスストアか金融機関、市役所各庁舎で納めて
ください。
⃝口座振替の手続き
　 市内の金融機関   通帳・届出印・納税通知書を持ち、｢口座振替依頼書｣を記入し、金融機関の窓口

に提出
 ※｢口座振替依頼書｣は、各金融機関にあります
　 郵送専用用紙  市ウェブサイトから「口座振替依頼書」をダウンロードし、税務課に提出
 ※詳しくは、市ウェブサイトをご覧ください
⃝口座振替の開始日
　｢口座振替依頼書｣を提出すると、提出日の翌月の納期分から口座振替が開始されます。
※ただし、 5月に提出した人は、７月からの開始となります。注意ください
⃝口座振替の終了や振替方法変更の手続き
　「口座振替を終了」「期別振替から全納」「全納から期別振替」など、振替方法を変更する場合は、税務
課か、大和・塩沢市民センターで手続きください。

〈いつでも〉コンビニエンスストアで納税できます

　納税できるコンビニエンスストアは、納税通知書の裏面をご覧ください。
市税の納税は、南魚沼市スタンプ・ポイント連合会のＴＡＸサポート券が使用できます

QRコード

平成27年度　各税目納期一覧表　【納税通知書が届いたら、納期限までに納めてください】
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

市 ・ 県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期
固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期
都 市 計 画 税 １期 ２期 ３期 ４期
軽 自 動 車 税 全期
国民健康保険税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 １０期
納　期　限　日
（口座振替日） 6/1 6/30 7/31 8/31 9/30 11/2 11/30 1/4 2/1 2/29 3/31

平成27年度　市税納期
� 【問合せ】　税務課　収税班　☎773－6669
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軽
自
動
車
税
、
納
税
通
知
書

の
発
送
は
５
月
１５
日
、
納
税

は
６
月
１
日
ま
で

【
問
合
せ
】
税
務
課�

市
民
税
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
８

⃝
納
税
義
務
者
は
４
月
１
日
の

　
所
有
者

　

納
税
通
知
書
に
は
、
４
月
１
日
現

在
の
登
録
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
す
で
に
手
放
し
た
車
両
が
課
税

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
次
の
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

・�

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
（
譲
渡
）

の
手
続
き
を
し
た
➡
１
年
分
課
税

（
月
割
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・�

変
更
・
廃
車
の
手
続
き
を
し
て
い

な
い
➡
１
年
分
課
税
。
来
年
の
３

月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し
な
い
と
、

来
年
度
以
降
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

早
急
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
納
税
証
明
書

　

車
検
に
必
要
で
す
。
車
検
証
と
一

緒
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

口
座
振
替
で
納
付
の
場
合
は
、
６

月
中
旬
に
納
税
証
明
書
を
送
付
し

ま
す

！
� 【問合せ】　税務課　市民税係　☎773－6668　

　税制改正により、軽自動車税の税率が変更になります。

⃝原付・軽二輪・小型二輪・小型特殊・農耕車
　新税率適用は、1年間延期され、平成28年度の課税からとなります。

⃝三輪・四輪以上の軽自動車
　軽自動車は、次の税率となります。

軽自動車税の税率に注意ください

車種区分
税率

平成27年度まで 平成28年度から

原　　　付

50㏄以下 1,000円（変更なし） 2,000円
50㏄超90㏄以下 1,200円（変更なし） 2,000円
90㏄超125㏄以下 1,600円（変更なし） 2,400円

ミニカー 2,500円（変更なし） 3,700円
軽二輪（125㏄超250㏄以下） 2,400円（変更なし） 3,600円

小型二輪（250㏄超） 4,000円（変更なし） 6,000円

小型特殊自動車
農耕作業用のもの 1,600円（変更なし） 2,400円

その他のもの 4,700円（変更なし） 5,900円
雪　上　車 2,400円（変更なし） 3,600円

車種区分
平成27年度 平成28年度から

平成27年3月31日までに
初度検査を受けた車両

平成27年4月1日以降に
初度検査を受けた車両注

初度検査から13年
を超えている車両

三　　輪 3,100円（変更なし） 3,900円 4,600円

四輪
以上

乗用
自家用 7,200円（変更なし） 10,800円 12,900円
営業用 5,500円（変更なし） 6,900円 8,200円

貨物
自家用 4,000円（変更なし） 5,000円 6,000円
営業用 3,000円（変更なし） 3,800円 4,500円

注  平成27年4月1日以降に新車登録（初度検査）を受けた車両のうち、平成27年度に課税となるのは
4月1日に初度検査を受けた車両のみ（初度検査年月は、車検証に記載されています）
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軽
自
動
車
税

障
が
い
者
へ
の
減
免
制
度

【
問
合
せ
】
税
務
課�

市
民
税
係

�
☎
７
７
３

－

６
６
６
８

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
に
、
申
請
す
る

こ
と
で
軽
自
動
車
税
を
減
免
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
種
別
や
等
級
、
車
両

の
使
用
状
況
な
ど
で
減
免
対
象
に

な
る
か
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
交
付
さ
れ
た
手
帳
別
の
要
件

身
体
障
が
い
者
手
帳

　

障
が
い
の
種
別
や
等
級
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す

療
育
手
帳

　

障
が
い
の
程
度
が
「
Ａ
」
と
表

示
さ
れ
て
い
る
人
が
対
象

精
神
障
が
い
者
保
険
福
祉
手
帳

　

等
級
が
「
１
級
」
と
表
示
さ
れ
、

自
立
支
援
医
療
（
精
神
）
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
が
対

象
（
所
得
制
限
で
、
受
給
者
証
の

交
付
が
な
い
場
合
は
、
医
師
の
通

院
証
明
書
で
も
可
）

固
定
資
産
税
、

納
税
通
知
書
を

５
月
１５
日
に
発
送

【
問
合
せ
】
税
務
課�

資
産
税
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
８

　

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
す
。
同
封
の
課
税
明
細

書
は
、
確
定
申
告
時
の
農
業
所
得

や
不
動
産
所
得
の
必
要
経
費
（
租

税
公
課
）
の
計
算
に
役
立
ち
ま
す
。

⃝
家
の
税
金
が
高
く
な
る
場
合

　

納
税
通
知
書
を
発
送
後
、「
家

の
税
金
が
高
く
な
っ
た
」
と
の
問

合
せ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
床

面
積
２
８
０
㎡
以
内
の
新
築
住
宅

の
場
合
、
居
住
用
部
分
の
床
面
積

１
２
０
㎡
ま
で
の
税
額
を
、
２
分

の
１
に
減
額
す
る
特
例
が
３
年
間

で
終
了
す
る
た
め
で
す
。
こ
の
た

め
、
平
成
２３
年
に
新
築
し
た
住
宅

は
、
今
年
度
か
ら
通
常
の
税
額
で

課
税
さ
れ
ま
す
。

⃝�

土
地
、
家
屋
を
売
っ
た
の
に

　
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
登
記
簿
上
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
売
買
契
約
が
終

了
し
て
も
、
登
記
が
未
了
の
場
合
、

前
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

１
月
２
日
以
降
に
取
り
壊
し
た

家
屋
も
１
年
間
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

税
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
南
魚
沼
市�

�

地
域
防
災
計
画
（
案
）」

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

�

（
意
見
募
集
）
の
結
果

【
問
合
せ
】
総
務
課�

防
災
庶
務
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
０

　
「
南
魚
沼
市
地
域
防
災
計
画

（
案
）」
に
対
す
る
意
見
募
集
を
３

月
１６
日
㈪
～
３０
日
㈪
に
行
い
ま
し

た
。
１
件
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
公
表
し
ま
す
。

⃝
意
見
の
概
要

　

原
子
力
災
害
時
に
ガ
ソ
リ
ン
な

ど
の
車
の
燃
料
や
、
冬
期
間
に
発

生
し
た
場
合
の
暖
房
用
、
屋
根
融

雪
の
灯
油
な
ど
の
燃
料
確
保
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？

　

ま
た
、
除
雪
車
両
へ
の
燃
料
供

給
や
ガ
ソ
リ
ン
不
足
で
放
置
さ
れ

た
車
両
へ
の
対
応
は
、
ど
う
す
る

の
か
？

　

冬
期
間
に
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
燃
料
不
足
に
よ
り
暖
房
や
屋

根
融
雪
が
使
え
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、

被
災
地
は
当
然
な
が
ら
、
そ
の
周

辺
地
域
で
も
ガ
ソ
リ
ン
が
手
に
入

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⃝
市
の
考
え
方

　

大
規
模
災
害
や
原
子
力
災
害
発

生
時
の
燃
料
供
給
に
つ
い
て
は
、

新
潟
県
石
油
商
業
組
合
南
魚
沼
支

部
と
の
災
害
協
定
に
基
づ
き
、
避

難
所
や
緊
急
車
両
な
ど
に
優
先
的

に
燃
料
を
供
給
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
般
家
庭

や
車
両
へ
の
供
給
は
、
有
効
手
段

が
あ
り
ま
せ
ん
。
各
家
庭
で
燃
料

を
備
蓄
し
、
普
段
か
ら
備
え
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

冬
期
間
の
通
行
確
保
の
た
め
に
、

除
雪
機
械
へ
の
燃
料
供
給
は
、
協

定
に
基
づ
き
、
優
先
供
給
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
放
置
車
両
に
つ

い
て
は
、
緊
急
車
両
な
ど
の
通
行

の
妨
げ
に
な
る
場
合
は
、
災
害
対

策
基
本
法
に
基
づ
い
て
、
道
路
管

理
者
が
撤
去
を
行
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
一
原

発
事
故
の
経
験
か
ら
、
大
規
模
災

害
の
発
生
時
に
は
、
国
主
導
に
よ

る
燃
料
供
給
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性

が
明
ら
か
と
な
り
、
現
在
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
国
・
県
と

連
携
し
な
が
ら
燃
料
の
確
保
・
供

給
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

５
月
１２
日
は
、　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

【
問
合
せ
】
福
祉
課�

高
齢
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

　

５
月
１２
日
は
「
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
日
」、
１２
日
～
１８
日
は

「
活
動
強
化
週
間
」
で
す
。
民
生

委
員
・
児
童
委
員
へ
の
理
解
を
深

め
、
自
主
的
な
活
動
を
充
実
さ
せ

る
機
会
に
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に

基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
委
員
で
、
地
域
で
の
身
近

な
相
談
役
と
し
て
活
動
す
る
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
児
童
福
祉

法
の
児
童
委
員
を
兼
ね
、
正
式
名

は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
と

い
い
ま
す
。
市
内
で
担
当
区
域
を

も
っ
て
活
動
す
る
１
３
４
人
の
委

員
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も
に
関
す

る
相
談
を
受
け
、
福
祉
関
係
機
関

と
の
橋
渡
し
を
行
い
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ

と
を
専
門
に
担
当
す
る
８
人
の

「
主
任
児
童
委
員
」
は
、
子
ど
も

に
関
す
る
支
援
活
動
を
専
門
に
担

当
し
て
い
ま
す
。　

※ 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
名
簿

は
次
頁
以
降
の
と
お
り
で
す
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南魚沼市民生委員・児童委員、主任児童委員名簿（5月1日現在）
 ［任期：～平成28年11月30日］

氏　名 住　所 電話番号 担当区域
上 村 修 一 塩沢1532 782-3564 一分区
田 嵜 睦 子 塩沢55-5 782-1744 二分区
林 　 光 子 塩沢1319-1 782-1296 三分区の一部
熊木たみ子 塩沢1362-20 782-0707 三分区の一部
長谷川正子 塩沢1090-2 782-2319 四分区
宮 田 玲 子 塩沢268-3 782-1400 五分区
荒 井 良 美 塩沢1081-8 782-0829 六分区の一部
南 雲 俊 子 塩沢853-7 782-2101 六分区の一部
宮 田 　 正 中176 782-0776 目来田、中
林 　 義 久 樺野沢156-2 782-0490 樺野沢
若 井 行 雄 泉盛寺23-1 782-4072 天野沢、泉盛寺
笛 木 健 作 栃窪890 782-3878 栃窪、岩之下、北山
富井𠀋一郎 吉里1068 782-3921 吉里
瀧 澤 一 男 思川40 782-3963 思川、片田
中 嶋 京 子 竹俣167-2 782-0797 竹俣新田、竹俣
阿 部 正 廣 島新田443 782-0850 島新田、 上十日町
上 倉 春 一 中野94-1 782-2005 中子、中野、古川
塩 谷 正 一 大里324-3 782-1046 大里、小木六、八竜
林 　 茂 夫 大木六345 782-9610 小杉、大木六
福 山 賢 治 吉山新田31 782-2473 吉山、大木六原、柄沢
小 林 　 昭 徳田新田1105 782-2429 仙石、徳田
田 中 常 夫 舞子844 782-9413 舞子
酒 井 信 男 万条新田351 783-4424 万条、大原
種 村 宗 守 姥島新田593-8 783-2619 姥島、五丁歩
平 賀 信 子 中子新田乙200 782-1055 論丸、坪池、五郎丸
林　由利子 石打664 783-2428 石打の一部
阿 部 康 雄 石打1808 783-2148 石打の一部
武 淵 和 昭 関58-3 783-2044 関の一部
上村加代子 関167 783-2439 関の一部
飯酒盃政己 上野265 783-3270 上野

林　喜美子 下一日市27-2 783-3311 上一日市、下一日
市、宮野下、大和

木村美枝子 君沢716 783-4034 君沢
太田喜一郎 大沢67 783-2859 大沢
関口千栄子 南田中150-1 783-4271 砂押、南田中
原澤てい子 早川355 782-1104 枝吉、早川
林 　 昭 彦 雲洞716-2 782-3858 雲洞
原 澤 利 夫 三郎丸102 782-2341 長表、三郎丸
釼 持 五 男 長崎498-1 782-0547 金清坊、中之島
佐 瀨 良 政 長崎811 782-3132 上田掛之下、 広道
川永喜美枝 長崎2905 782-3247 原芝野、横新田
髙村アイ子 長崎3402 782-3274 上神字、姥沢、台上
角 田 哲 夫 滝谷569 782-3241 滝谷、小松沢
貝 瀬 京 子 滝谷1052 782-1011 沢口、一之沢
堀 江 利 夫 蟹沢新田28 782-2468 蟹沢、清水
堀 口 庸 子 南田中43 783-2052 主任児童委員
桑 原 　 博 塩沢1330-2 782-0272 主任児童委員
貝 瀬 米 子 滝谷112 782-3224 主任児童委員

大 和 地 区
氏　名 住　所 電話番号 担当区域

今井勝太郎 浦佐622-7 777-2361 本町、西浦、富町
石 田 典 彦 浦佐1369-2 777-4718 新町、川原町

横山トミヱ 浦佐264-6 777-2344 浦佐門前、 
浦佐上町、田町

関　かな子 浦佐3657-57 777-5708 天王町、浅地町
行 方 和 弘 浦佐3768 777-2752 天王町
小 澤 　 康 浦佐4628-3 777-3497 天王町
関 　 誠 五箇1060 777-3419 町屋、岩山、境川
松﨑喜美子 浦佐5933-1 777-3905 鰕島、浦佐八色

小 幡 貞 枝 一村尾109-3 777-3858
一村尾（入町・
上村・前田・
中小路・酒町）、北

小 幡 與 一 一村尾578 777-2667
一村尾（田中・
上新道・中新道・
下新道）

佐 藤 　 厚 市野江乙306 025-
759-2145 後山

水 落 清 文 市野江丙531 025-
794-4996 辻又

豊 野 　 賢 市野江甲157 777-3282 市野江、芹田
千喜良喜久夫 九日町907-2 777-2191 九日町
山 﨑 チ ヨ 一村尾431-4 777-2648 猫道、名木沢
丸 山 　 学 今町173-5 777-4270 今町、城山新田
秋山キユミ 大崎118 779-2446 上一、上二、平沢
松 田 和 江 大崎3486 779-2519 原小路、寺中
佐藤ますみ 大崎3297 779-2702 横、下一、下二

中 島 安 雄 大崎1692 779-2738 柳古新田、 今町新田、
海士ヶ島新田

佐 藤 一 夫 八色原2246 779-4173 穴地、穴地新田、
八色原、国際町

髙 橋 清 子 水尾827-3 779-2836 水尾（1・2）
小 林 邦 男 水尾233-1 779-2726 水尾（3・4）
髙 橋 一 夫 大倉1091 779-3562 大倉、 船ヶ沢新田

井 口 　 一 黒土新田57-4 779-3404 黒土、黒土新田、
荒金

今 井 茂 敏 桐沢130-1 779-3853 荒山、桐沢、
堂島新田

佐 藤 英 敏 茗荷沢591-10 779-3109 茗荷沢、 茗荷沢新田

明 地 　 博 山崎599 779-2884 山崎新田、山崎、
谷地、高田、門前

上 村 美 幸 湯谷407 779-3565 芋赤、湯谷、雷土、
雷土新田、 前原町

小 倉 春 男 今町429 777-2189 主任児童委員
中 島 澄 江 大崎1867 779-2641 主任児童委員

塩 沢 地 区
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氏　名 住　所 電話番号 担当区域
井 嶋 正 晴 山谷1070 774-2431 山谷、 宮村下新田

山 本 由 子 宮1587 774-2950 宮（宮浦・宮中）、
深沢

角 田 敏 明 宮546－6 774-2838 宮（宮本）、
宮（市営住宅）

若 井 泰 子 津久野72 772-3833
岩崎、津久野上新
田、津久野（坂井・
旭町・団地）

山 田 幸 子 津久野下新田 
 228-1 772-3091

津久野（荒谷・
中村・宮ノ脇・
段ガ巾）、
津久野下新田

石 田 良 男 二日町119 772-3693 二日町、津久野
（市営住宅）

河邊眞知子 藤原155 775-2804
野際、妙音寺、
藤原、法音寺、
稲穂ヶ丘

貝 瀨 高 志 上薬師堂95-6 775-2387
岡、上出浦、下出浦、
上薬師堂、
下薬師堂

田 鍋 松 雄 山口1065 775-2334 山口、広堀、中手原
山 﨑 政 勝 新堀424 775-2179 田崎、新堀
野 上 明 雄 泉甲265 775-2511 新堀新田、泉
佐 藤 　 等 麓449-1 776-3653 麓
南 雲 晴 子 長森29 775-3005 長森
種 村 悦 郎 上原221-5 775-2308 上原（下）
中 島 利 子 上原120-46 775-2206 上原 （上）、池田原
久 川 　 勇 泉新田210-3 775-2229 下原、泉新田
南雲ヨシイ 長森新田3-9 775-3492 下原新田、 長森新田
富 所 　 上 野田143-2 776-3389 野田、北田中
杉 野 博 道 四十日396 776-3550 四十日、西
中嶋ヒデ子 四十日20-11 776-3514 四十日新道
山 本 久 一 宇津野新田421 776-3555 宇津野、青木
八 木 　 久 奥110 776-3097 奥、大杉
櫻 井 佐 敏 寺尾242-1 776-2832 寺尾、押出
羽 吹 勇 男 五日町183-1 776-2412 五日町3区
井口フミ子 五日町1194-1 776-3064 五日町2区、 欠之下
恩田千惠子 五日町409-1 776-2313 五日町1区
井口　幸治 六日町942-1 773-6566 主任児童委員
小宮山英志 岩崎578 774-2063 主任児童委員
西野富次男 五日町2370-4 776-2860 主任児童委員

六 日 町 地 区
氏　名 住　所 電話番号 担当区域

戸 田 　 勲 六日町1035－11 772-4569 上町1丁目1区
中 澤 雅 美 六日町1098－4 773-6151 上町1丁目2区
湯 川 　 実 六日町940-2 772-3747 上町1丁目3区
久保田　薫 六日町789-14 772-3635 上町1丁目4区
佐 藤 忠 作 六日町1303-7 772-2708 上町2丁目
坂 西 和 子 六日町1833 772-2036 仲町、旭町
澤 田 照 夫 六日町424-1 772-4446 大和町1丁目
金 井 一 男 六日町460-5 773-6525 大和町2丁目
阿 部 俊 彦 六日町576-6 772-4510 栄町
伊 藤 尚 典 六日町180 772-3630 伊勢町
上 村 洋 子 六日町2717 773-6422 緑町

大 平 力 男 六日町2013 772-3261
田中町（1 ～ 3区、
旧国道291号から
東側）

後 藤 正 一 六日町2-19 772-4222
田中町（旧国道
291号から西側、
平手川から北側）

池 田 靜 夫 八幡137-8 770-2058 八幡1・2区
須 長 正 一 坂戸111-3 772-7360 坂戸（上）
今 成 健 一 坂戸765-8 773-3323 坂戸（下）

戸 田 要 一 美佐島1739-2 773-5425

八幡3区、美佐島
1 ～ 4区（市道美
佐島国道17号線
から南側）・9･10
区

戸 田 耕 二 美佐島969 773-5594

美 佐 島 3 ～ 4 区
（市道美佐島国道
17号線から北側）
･5 ～ 7区、庄之又

村 松 光 春 美佐島80-10 772-7477 美佐島8区、北辰
阿 部 　 清 欠之上599 773-5584 欠之上、川窪
發 地 　 豊 君帰264 770-2886 君帰
小 林 雅 孝 余川1506-7 778-0093 余川本町
若 井 義 博 余川1590 773-5444 飯綱町
髙 村 悦 子 余川1378-14 772-7852 学校町1・3丁目
加 藤 英 子 余川1261－18 772-2278 学校町2・4丁目
南 雲 賢 治 小栗山536 773-5085 小栗山1 ～ 3区
渡 邊 　 隆 小栗山1502 773-5029 小栗山4・5区

太田チヨ子 西泉田6-6 772-4480 沖町、西泉田
（市営住宅）

髙 野 　 誠 西泉田751 773-2285 西泉田 （市営住宅
を除く）、若葉町

星 野 栄 子 東泉田710-3 773-2732 東泉田
本 多 茂 夫 大月209 772-4167 上大月、下大月

上 田 宗 徳 永松224 774-2410 蛭窪、原、
日の出町、永松

上 村 一 成 畔地256 774-2028 畔地、畔地新田、
小川

大平壽美子 野中73 774-2932 清水瀬、野中、
土沢、舞台

西潟アサノ 中川新田126 774-2906
京岡、京岡新田、
中川、中川新田、
金城

　民生委員・児童委員、主任児童委員は、秘密
を守る義務があります。福祉に関する悩みや心
配ごとを、気軽に相談ください。
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水
道
の
検
針
再
開
、

　
５
月
２０
日
～

【
問
合
せ
】
水
道
課�

水
道
業
務
係

�
☎
７
７
４

－

３
１
４
１

　

積
雪
の
た
め
休
止
し
て
い
た
検
針
を
再

開
し
ま
す
。
冬
期
間
に
概
算
で
い
た
だ
い

た
料
金
を
精
算
し
、
結
果
を
６
月
中
旬
こ

ろ
に
「
冬
期
精
算
通
知
書
」
で
郵
送
し
ま

す
。

⃝
冬
期
概
算
制
度

　

積
雪
の
多
い
期
間
、
前
年
の
実
績
な
ど

に
基
づ
き
設
定
し
た
概
算
料
金
で
請
求
し
、

５
月
の
検
針
結
果
で
精
算
す
る
制
度
で
す
。

⃝
使
用
水
量
が
多
い
場
合
は

　
「
上
下
水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」
に

記
載
の
水
量
は
１２
～
５
月
ま
で
の
使
用
量

で
す
。
利
用
人
数
が
増
え
た
な
ど
の
理
由

が
な
い
場
合
は
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
水
道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
く
だ
さ
い
。

⃝
料
金
の
減
免
制
度

　

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
は
、
利

用
者
の
管
理
で
す
。
メ
ー
タ
ー
が
回
っ
た

分
の
料
金
は
、
理
由
に
関
わ
ら
ず
納
付
い

た
だ
く
こ
と
が
原
則
で
す
。

　

し
か
し
、
善
良
な
管
理
を
行
っ
て
い
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
破
損
や
故
障
に
よ
る
や

む
を
得
な
い
漏
水
は
、
料
金
の
一
部
を
減

免
し
ま
す
。

必
要
書
類
…
減
免
申
請
書
、
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
の
修
理
証
明
、
修

理
前
後
の
写
真
、
修
理
か
所
の
図
面

減
免
対
象
外
の
事
例

•
不
注
意
に
よ
る
流
し
っ
ぱ
な
し
、
一
般

的
に
想
定
で
き
る
破
損
な
ど
、
管
理
不

備
が
認
め
ら
れ
る
場
合

•
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
以
外
が

修
繕
し
た
場
合

⃝
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
適
切
な
管
理
を

　

車
両
に
よ
る
破
損
や
沈
下
を
防
護
し
、

近
く
に
犬
を
つ
な
が
な
い
な
ど
、
検
針
で

き
る
状
態
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。

⃝漏水の確認方法
① 家中の蛇口を全部閉めて、水道を

使用しない状態にする
② メーターボックスを開け、メー

ターを見る
③ パイロットマークが少しでも回っ

ていれば漏水です。漏水の場合は、
「市指定給水装置工事事業者」に
連絡をし、修理を依頼ください。
修理は自己負担です。 パイロットマーク

� 【申込み・問合せ】　農林課　農業振興係　☎773－6663

　年々多発しているサルによる農作物被害を防止するために、昨年度は34の行政区が本事業を活用し、
サルの追い払い組織を立ち上げて活動し、被害を減らすことに成功しました。
　「地域の農作物は地域で守る」体制を構築することが、一番効果的な被害防止対策です。「正しい被
害防除の知識をみんなで共有」「サルが出没したら大勢で花火を撃ち、追い払いをする」「サルが隠れ
ないよう年に数回草刈りをする」「サルを呼び寄せる一番の原因である野菜くずや柿などの未収穫物
を残さない」など、無理のない範囲の対策を、地域全体で協力して行うことが重要です。
　本事業を活用し、追い払い組織を立ち上げ、被害防止に向けて動き出しませんか?
　農林課では、追い払い組織に対し、情報提供や研修会の開催など、さまざ
まな支援を行っていきます。
事業の概要
⃝事 業 主 体　 行政区内にサルの追い払い組織を設置し、サル被害防止活

動を行う行政区
⃝補 助 要 件　サル被害防止活動を年間50日以上行うこと
⃝補助対象期間　補助金申請初年度から3年間
　　　　　　　　（3年で追い払い体制の基礎をつくる）
⃝補 助 金 額　毎年度5万円

有害鳥獣（サル）被害
　　　　　防止対策事業を実施

地域の
連携（知恵）で
サルに勝つ!
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市
内
の
交
通
事
故
の
現
状
と
し

て
、
発
生
件
数
と
負
傷
者
数
（
左

の
表
）
は
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
、
平
成
２６
年
は
１０
年
前
と
比
べ
、

半
数
以
下
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
死
者
数
は
「
南
魚
沼
市
交
通

安
全
計
画
」
で
目
標
と
す
る
、
年

間
２
人
以
下
を
達
成
で
き
な
い
年

が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
が

加
害
者
と
な
る
事
故
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

Ｑ

市
で
は
、
ど
ん
な
交
通
安
全

対
策
の
取
組
み
を
し
て
い
る

の
？

A

交
通
安
全
運
動
や
交
通
安
全

教
室
な
ど
、
交
通
事
故
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
の
啓
発
活
動

を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

⃝
交
通
安
全
運
動

　

春
と
秋
に
「
全
国
交
通
安
全
運

動
」、
夏
と
冬
に
「
交
通
事
故
防

止
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

運
動
期
間
中
は
、
そ
の
運
動
ご
と

に
重
点
的
な
取
組
み
を
し
て
い
ま

す
。

Ｑ

運
動
期
間
中
は
、
具
体
的
に

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

A

交
通
指
導
員
が
交
通
指
導
車

で
巡
回
広
報
を
行
い
、
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
る
ほ
か
、
警
察

署
や
交
通
安
全
協
会
と
協
力
し
、

通
学
路
で
の
街
頭
指
導
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

⃝
交
通
安
全
教
室

　

４
・
５
月
に
市
内
の
小
中
学
校

と
総
合
支
援
学
校
で
、
安
全
な
道

路
横
断
の
方
法
や
自
転
車
の
乗
り

方
な
ど
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
か
ら
は
、
保
育
園
児
や
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
教
室
を
行
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ

地
域
の
老
人
会
で
交
通
安
全

教
室
を
開
催
し
た
い
け
ど
、
ど

う
し
た
ら
い
い
の
？

A

環
境
交
通
課
へ
開
催
希
望
日

な
ど
を
連
絡
く
だ
さ
い
。
地
域

の
集
会
所
な
ど
へ
市
職
員
と
警

察
署
員
が
伺
い
、
講
話
や
ビ
デ

オ
上
映
な
ど
を
行
い
ま
す
。
夕

暮
れ
や
夜
間
の
事
故
防
止
を
目

的
に
、
夜
光
反
射
材
の
配
布
も

行
い
ま
す
。

Ｑ

交
通
安
全
運
動
や
交
通
安
全

教
室
の
ほ
か
に
、
交
通
事
故
防

止
の
取
組
み
は
？

A

交
通
安
全
施
設
要
望
を
と
り

ま
と
め
、
道
路
標
識
な
ど
の
新

設
や
補
修
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

⃝
交
通
安
全
施
設
要
望

　

毎
年
、
各
行
政
区
長
か
ら
交
通

安
全
施
設
要
望
を
提
出
い
た
だ
き
、

道
路
標
識
や
標
示
の
新
設
・
補
修

要
望
を
取
り
ま
と
め
、
警
察
署
や

道
路
管
理
者
へ
要
望
書
を
提
出
し

て
い
ま
す
。

Ｑ

通
学
路
で
停
止
線
が
消
え
て

い
る
か
所
が
あ
り
、
危
険
で
す
。

ど
の
よ
う
に
要
望
す
れ
ば
い
い

の
？ 

A

行
政
区
長
を
通
し
て
、
環
境

交
通
課
へ
要
望
く
だ
さ
い
。
現

地
を
確
認
し
、
関
係
機
関
に
要

望
書
を
提
出
し
ま
す
。

Ｑ

交
通
事
故
に
あ
っ
て
入
院
し

ま
し
た
。
市
か
ら
交
通
事
故
被

災
者
救
済
の
た
め
に
見
舞
金
は

で
る
の
？

A

市
独
自
の
見
舞
金
は
で
ま
せ

ん
が
、
事
故
に
あ
っ
た
人
が
新

潟
県
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し

て
い
て
、
一
定
の
要
件
を
満
た

せ
ば
見
舞
金
が
で
ま
す
。

⃝
新
潟
県
交
通
災
害
共
済

　

新
潟
県
交
通
災
害
共
済
は
、
１

人
年
額
５
０
０
円
で
加
入
で
き
る

安
価
な
保
険
で
す
。

　

環
境
交
通
課
と
大
和
・
塩
沢
市

民
セ
ン
タ
ー
で
、
加
入
と
見
舞
金

請
求
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

（
行
政
区
に
よ
っ
て
、
役
員
を
通

じ
た
加
入
手
続
き
も
可
能
）

　

入
通
院
の
実
治
療
日
数
７
日
以

上
が
、
見
舞
金
の
支
給
対
象
で
す
。

Ｑ

道
路
で
自
転
車
に
乗
っ
て
い

た
と
き
に
、
転
ん
で
け
が
を
し

ま
し
た
。
単
独
の
自
損
事
故
で

も
見
舞
金
対
象
と
な
る
の
？

A

対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

交
通
事
故
証
明
書
が
な
い
と
見

舞
金
額
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
環
境

交
通
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

⃝�

交
通
事
故
に
関
す
る
よ
く
あ
る

問
合
せ

Ｑ

交
通
事
故
に
あ
い
ま
し
た
が
、

賠
償
額
や
示
談
の
内
容
に
不
満

が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
に
相
談
し

た
ら
い
い
の
？

A

新
潟
県
交
通
事
故
相
談
所
に

相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
相
談
員

が
弁
護
士
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

助
言
に
基
づ
き
、
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
電
話
で
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

新
潟
県
交
通
事
故
相
談
所

〒
９
５
０

－

８
５
７
０　

新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
番
地
１

新
潟
県
庁
１
階

☎
０
２
８

－

２
８
０

－

５
７
５
０

・
相 

談
時
間　

午
前
９
時
～�

�

午
後
５
時
（
平
日
の
み
）

年別交通事故発生件数
平成 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年

発生
件数 304 269 263 237 243 192 194 216 210 146

負傷者
数 359 330 353 280 319 236 250 256 241 170

死者数 5 5 4 3 4 4 5 2 6 2

交
通
安
全
や
交
通
事
故
被
災
者

救
済
へ
の
取
組
み
は
？

【
問
合
せ
】
環
境
交
通
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
20
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子育て支援に関する医療費助成
� 【問合せ】子育て支援課�こども家庭支援班
� ☎773－6822
⃝子どもの医療費助成事業
助成内容
年　齢 通　院 入　院

0歳児～ 4歳児 全額助成 全額助成

5歳児～
中学3年生

1回につき530円を
超える額を助成（同
月内、同一診療科
の場合、5回目以降
は全額助成）

入院1日につき
1,200円 を 超 え
る額を助成

⃝ひとり親家庭等医療費助成事業
対象 ①ひとり親家庭などの父か母とその児童
　　　② 児童を養育する養育者とその児童（受給

者証の交付を受けている人）
助成内容
・通院… 1回につき、530円を超える額を助成（同

月内、同一診療科の場合、5回目以降は
全額助成）

・入院…1日につき1,200円を超える額を助成
⃝妊産婦医療費助成事業（償還払い）
対象 母子手帳の交付を受けている人
助成内容 受給者証交付申請日の翌月初日から、

出産日の翌月末分の医療費（高額療養費・附加
給付を除く）
申請窓口 子育て支援課、大和・塩沢市民センター
必要書類 受給者証、領収書、保険証、口座番号

の控え、印鑑
⃝共通事項
事業目的 疾病の早期発見と早期治療を促進し、

保護者の経済的負担の軽減を図る
助成対象 保険適用分のみ
※ 診療を受けた月の末日から6か月以内に申請く

ださい

子育て世帯への手当
� 【問合せ】子育て支援課�こども家庭支援班
� ☎773－6822
⃝児童手当
対象 中学校を卒業するまでの子どもを育ててい

る人
支給額（月額、子ども1人あたり）
・3歳未満　15,000円

・3歳から小学校卒業まで
　第1・2子　10,000円、第3子以降　15,000円
・中学生　10,000円
※ 子どもを養育する人の所得が、限度額以上の場

合、特例給付として、月額一律5,000円を支給
支給月 2・6・10月に4か月分を支給
⃝児童扶養手当
対象 ①離婚などで父か母がいない家庭
　　　②父か母に一定の障がいがある場合
　　　③父か母に代わり子どもを養育している人
支給額 月額9,910円～ 42,000円（所得に応じ、

支給額が変わります。子ども2人目5,000円、3
人目以降3,000円を加算）
支給月 4・8・12月に4か月分を支給
⃝特別児童扶養手当
対象 身体か精神に一定の障がいのある20歳未

満の子どもを家庭で育てている父母・養育して
いる人
支給額 子どもの障がいの状態により、1級：

51,100円、2級：34,030円（月額、子ども1人あ
たり）
支給月 4・8・11月に4か月分を支給
⃝共通事項
　いずれも申請が必要で、所得制限があります。

子育てに関する学習
� 【問合せ】保健課　☎773－6811
⃝マタニティサロン
　夫の妊婦体験・赤ちゃんの抱っこ体験で、生ま
れてくる赤ちゃんをイメージします。
　妊娠中の不安解消や仲間づくりのために、気軽
に話し合える場です。
対象 妊娠中期の夫婦
※日程は、母子手帳交付時に案内
⃝育児学級
　小児科医から病気や育児に関する話を聞くこと
ができる教室です。「子どもが熱を出したらどう
したらいいの？」など、毎日の育児に役立つ情報
を得られます。
　お母さん同士で話ができる時間もあります。
対象 主に生後2・3か月児の育児をしている人
※日程は、出生届時に案内
⃝共通事項
会場 ふれ愛支援センター
参加費 無料
※日程は、市報にも掲載します

南魚沼市の
子育て支援サービス

市報 みなみ魚沼　平成27年5月1日発行13



浦佐地域づくり協議会　☎777－4535
浦佐毘沙門通り「賑わい事業」「ほの灯り事業」を継続実施予定！ 
　市制施行10周年記念事業として、昨年5月～ 11
月に開催した「小さな祭り」や、「軽トラ市」「ほの
灯りイベント」などを、途切れのない活性化に向け
た取組みとして、今年も継続して実施します。
ウェブサイトとブログを開設！
　12地区の地域づくり協議会初のウェブサイトを
立ち上げました。まだまだ “よちよち歩き” ですが、行事・イベントの日程やブ
ログによる地域周辺の話題や情報など、新鮮でホットな「今」を届けていきます。

ぜひご覧ください。
浦佐地域  で検索　 URL  http://urakyou14.com

中之島地区まちづくり協議会　☎782－1997
グラウンド・ゴルフの取組みを拡充！
　本年度は、さらに活発な活動として、次の企画を
計画しています。今後の情報にも注目ください！
・中之島農村公園で、週２回程度の「定期交流日」
・  大原運動公園で、月１回程度の「ミニ大会（月例会）」
・高齢者と子どもたちとの交流会（10月3日を予定）

主
役
は
地
域
の
み
な
さ
ん
！

地
域
づ
く
り
協
議
会
の�

� 「
と
り
く
み
」「
で
き
ご
と
」
紹
介
【問合せ】
企画政策課
� ☎773－6672

「3メートルの津波」に危機感持てず ～防潮堤を越えた津波は高い水の壁～

 東日本大震災（釜石仮設団地　70代　男性）　
　防災無線で3メートルぐらいの津波が来ると聞き、アパートの管理人もしていたので、「津波が
来るから逃げろ！　逃げろ！」と、建物内を言って回って避難させました。ただ、心臓や足腰の悪
い人や高齢者、「ここまで来ないから大丈夫だよ」と言っている人たちが12人ぐらい残っていまし
たので、私も残ることにしました。1階と2階の人を3階の空き部屋に逃がしてから海の様子を見
に行くと、水がダーッと引いて、砂浜に波がチョロチョロと来ているだけでした。そして、湾の入
口の方には、水平線なのか何なのか分からない白い帯がありました。すると、その白い帯が一気に
高くなってきたのです。「3メートルの津波ならたいしたことはない。防潮堤があるから、越えて
も1メーターぐらいだろう」と思っていたのに、ダーッと波が防潮堤を越えたとたん、立っちゃっ
たんですよ。水の壁みたいに。それが一気に市街地を襲い、木造住宅は
みなメリメリと音をたてて壊れました。
　うちのアパートはロの字型で中庭がありましたから、津波はうずを巻
きながら3階の床上まで到達しました。3階にいた人たちは、4階に逃が
して無事でした。夜の9時ごろにようやく水が引いたので、避難所に行
こうと歩き出しましたが、旧国道は流れてきたガレキで通れず、やむな
くアパートに戻り、空いている部屋にみんなを集めてひと晩を過ごしま
した。道路が通れなければ避難所にも行けないんですよね。

【問合せ】総務課　防災庶務班
� ☎773‐66601日前プロジェクト（災害に備えて）
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こんな会社です
　私たちhakkai㈱は、ミクロン（1,000分の1㎜）
単位の高い精度を実現する「超・精密プラスチック
製品」を製造する会社で、この分野ではトップクラ
スの技術を持っています。高度な加工技術を必要と
するプラスチック材料を使用し、お客さんが求める
高精度・高品質の製品を供給するために、金型設計
から金型製作、成形加工、そして自動生産機の製作
まで、自社で必要とする技術をすべて取り込んでい
ます。当社の精密プラスチック製品は、最新のス
マートフォンをはじめ、家庭用ゲーム機やブルーレ
イ・DVDプレーヤー、パソコン、デジカメ、腕時
計、薄型テレビ、自動車など、みなさんの生活の身
の回りにあるさまざまな商品に使われています。

人事担当者から一言
　「ものづくり」に興味を持ち、失敗を恐れず、常
に新しいことに挑戦し、会社とともに成長できる
チャレンジ精神あふれる人を求めています。充実した研修制度で、業界トップクラスの技術を学び、“南
魚沼から世界へ” をめざし、一緒に世界を舞台に活躍しましょう！

イチ押し社員を紹介　～高野祥悦 さん（成形第一グループ）～
Ｑ 就職にあたり、この会社を選んだ理由は？
Ａ 昔から工作が大好きで、「ものづくり」に関わる仕事に携わりた

いと考えていました。また、スポーツをすることも好きでしたので、
仕事をした後にスポーツも楽しめるような環境の職場を探していま
した。当社は、ジム施設がとても充実していて、最高の環境でした。

Ｑ この会社で働いてみてどうですか？
Ａ 最初は専門用語が分からず不安でしたが、先輩社員が丁寧に教え

てくれました。同世代の社員が多く、コミュニケーションも円滑に
進み、大変満足しています。　

Ｑ これから就職したいと思っている後輩へ一言
Ａ 一言に工場といっても事務・設計・営業など、多くの職種があり

ます。当社では入社後に研修として、すべての業種を体験させてく
れます。その研修をふまえて、自分でやりたいと思う部署へ優先的
に配属させてくれます。自分に合った職務を探してみてください。

シリーズで南魚沼市の「がんばる企業」を紹介します�━━━━� 南魚沼市WEB企業ガイド 検 索

hakkai株式会社

〒949－7312　南魚沼市九日町2845番地
☎025－777－2410　FAX�025－777－2881
Mail�:�info@hakkai.jp
H P：http://www.hakkai.co.jp

［製造業］

シリーズ⑥
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ご
飯
を
詰
め
た
り
、
お
に
ぎ
り
を
入
れ

た
メ
ン
パ
は
「
メ
ン
パ
メ
シ
」、
お
か
ず

を
入
れ
た
メ
ン
パ
は
「
イ
ッ
シ
ュ
メ
ン

パ
」（
一
升
メ
ン
パ
）
と
呼
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

春
に
な
っ
て
山
仕
事
や
の
ら
仕
事
が
始

ま
る
と
、
メ
ン
パ
に
た
く
さ
ん
の
ご
飯
を

詰
め
、
麻
で
編
ま
れ
た
「
ソ
イ
タ
ス
」

「
テ
コ
（
ケ
コ
）」「
メ
ン
パ
タ
ス
」（
写
真

②
）
な
ど
と
呼
ば
れ
る
あ
み
状
の
袋
に
入

れ
、
リ
ュ
ク
サ
ッ
ク
の
よ
う
に
背
負
っ
て

仕
事
場
へ
向
い
ま
し
た
。

　

お
か
ず
に
味
噌
漬
け
を
入
れ
る
と
、
匂

い
が
メ
ン
パ
に
付
い
て
し
ま
う
た
め
、
替

わ
り
に
粕
漬
け
を
入
れ
た
そ
う
で
す
。
お

か
ず
を
た
く
さ
ん
入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
よ
う
で
す
が
、「
温
か
い
ご
飯
の
間
に

塩
鮭
、
鱒ま

す

、
鰊に

し
んな

ど
を
挟
ん
で
押
し
付
け

る
よ
う
に
詰
め
る
と
、
そ
れ
ら
が
蒸
さ
れ

た
状
態
に
な
っ
て
美
味
だ
っ
た
」
と
い
う

話
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
他
の
木
製
の
食
器
や

農
具
と
同
じ
よ
う
に
、
年
末
の
市
や
大
里

の
一
宮
の
農
具
市
（
３
月
１２
日
開
催
）
な

ど
で
購
入
し
た
そ
う
で
す
。

　

ア
ル
ミ
製
の
弁
当
箱
の
普
及
で
使
わ
れ

る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
で

も
人
気
は
高
く
、
よ
く
見
か
け
ま
す
。
最

近
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
よ
う
な
製

品
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

郷
土
資
料

�
あ
れ
こ
れ
30

民
俗
資
料
よ
り
⑬

メ
ン
パ

　

杉
や
桧
な
ど
の
板
を
薄
く
削
り
、
こ
の

薄
板
を
円
形
や
楕
円
形
に
曲
げ
て
作
っ
た

箱
な
ど
の
製
品
を
「
曲ま

げ

物も
の

」
と
い
い
ま
す
。

円
形
に
し
た
板
の
つ
な
ぎ
目
に
は
桜
の
木

の
皮
な
ど
が
使
わ
れ
ま
す
。

　

曲
物
は
、
お
弁
当
箱
や
お
ひ
つ
に
多
く

使
わ
れ
、
こ
れ
ら
は
「
曲
げ
わ
っ
ぱ
」

「
わ
っ
ぱ
」「
メ
ン
パ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
地
域
で
は
「
メ
ン
パ
」
と
呼
ぶ

こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

メ
ン
パ
の
構
造
は
、
本
体
と
わ
ず
か
に

大
き
い
ふ
た
と
な
る
大
小
２
つ
の
曲
物
か

ら
な
り
、
こ
の
２
つ
の
容
器
は
ほ
ぼ
同
じ

高
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
①
）

　

白
木
の
ま
ま
仕
上
げ
ら
れ
た
メ
ン
パ
は
、

通
気
性
が
よ
く
、
木
が
水
分
を
吸
収
し
て

く
れ
ま
す
。
漆

う
る
し

塗
り
の
メ
ン
パ
は
、
漆

の
性
質
か
ら
抗
菌
性
が
高
く
、
通
気
性
も

優
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
詰
め
た
ご

飯
を
お
い
し
く
い
た
だ
け
る
と
い
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

�

郷
土
史
編
さ
ん
係

�
☎
７
７
３

－

２
１
９
７

　

国
際
大
学
で
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
が
、
日
本

語
で
寸
劇
や
ス
ピ
ー
チ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
笑

い
あ
り
、
真
面
目
な
話
あ
り
の
発
表
会
で
す
。

地
域
の
中
学
生
に
よ
る
英
語
ス
ピ
ー
チ
も
あ
り

ま
す
。

　

軽
食
を
つ
ま
み
な
が
ら
の
日
本
語
で
の
交
流

会
も
開
催
し
ま
す
。
毎
年
多
く
の
人
に
参
加
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時　
５
月
２９
日
㈮

・
発
表
会　

午
後
６
時
～
７
時
３０
分
、

・
交
流
会　

午
後
７
時
３０
分
～
８
時
３０
分

⃝
会
場　
国
際
大
学 

図
書
館
３
階　

ホ
ー
ル

⃝�

申
込
み　
準
備
の
た
め
に
、
事
前
に
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
連
絡
く
だ
さ
い

※ 

予
約
な
し
の
当
日
参
加
も
可
能
。
発
表
会
か

交
流
会
、
い
ず
れ
か
の
参
加
も
歓
迎

⃝
費
用　
無
料
（
発
表
会
・
交
流
会
と
も
）

第
２３
回 

国
際
大
学
留
学
生

�

日
本
語
発
表
・
交
流
会

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

�

国
際
大
学�

教
務
事
務
室
（
髙
橋
）

�

☎
７
７
９

－

１
４
９
８

�

Ｆ
Ａ
Ｘ�

７
７
９

－

１
１
８
７

�

メ
ー
ル�jlp@

iuj.ac.jp　
　

写真①�メンパ写真②�ソイタス写真③�春山仕事でのメンパ
�（写真提供：新潟地域映像アーカイブ）
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図書館
みんな　の

5月の開館日時
［��南魚沼市］��月～金9：30～20：00（土日日祝は19：00

まで）　休館（図書館整理日）21日㈭
［��大　　和］��☎777－4671　火～金9：00 ～ 19：00

（土日日祝は17：00まで）　休館月（祝日の
場合は翌日）

［塩　　沢］����☎782－0100　火～金9：00 ～ 20：00
（月土日日祝は17：00まで）

【申込み・問合せ】
南魚沼市図書館
☎773－6677５

月
の
読
書
の
つ
ど
い

だ
い
す
き
！ 

か
ぞ
く
‼

⃝
日
時　
５
月
１６
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

⃝
会
場　
南
魚
沼
市
図
書
館

　

多
目
的
室

⃝
テ
ー
マ　
「
か
ぞ
く
」

⃝�

内
容　
大
型
絵
本
『
お
お
き
な

か
ぶ
』・
読
み
聞
か
せ
・
本
の

紹
介
・
新
聞
紙
あ
そ
び

※ 

今
回
は
、
新
聞
紙
で
い
ろ
ん
な

も
の
を
作
っ
て
遊
び
ま
す
！

◦
出
演　
ふ
う
せ
ん
の
会

⃝�

対
象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者
ほ
か　

ど
な
た
で
も

◦
定
員　
５０
人　

※
参
加
無
料

◦�

申
込
み　
図
書
館
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
電
話
可
）

絵
本
の
へ
や

　

楽
し
い
「
絵
本
の
へ
や
」
に
、

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？　

乳
幼
児

向
け
の
楽
し
い
絵
本
を
毎
回
用
意

し
て
、
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
と
も
だ
ち
と
の
出
会
い

も
あ
る
よ
！

◦
期
日　
毎
週
水
曜
日 

　

午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

※ 
５
月
６
日
㈬
（
振
休
）
は
、
休

み
ま
す

◦
会
場　
南
魚
沼
市
図
書
館

　

多
目
的
室

◦ 

対
象　
０
歳
か
ら
入
園
前
の

　

幼
児

◦�

内
容　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手

遊
び
・
絵
本
・
紙
芝
居
・
読
み

聞
か
せ
な
ど

３
月
の
読
書
の
つ
ど
い
の
様
子

　

３
月
の
出
し
物
は
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
で
し
た
。
演
目
は
『
三
び

き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
』。

や
ぎ
な
ど
の
か
わ
い
い
人
形
た
ち

が
登
場
し
ま
す
。
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
は
、
エ
プ
ロ
ン
に
縫
い
付
け

た
舞
台
で
物
語
の
世
界
を
表
現
し

ま
す
。
エ
プ
ロ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
は
、

大
事
な
舞
台
の
出
入
口
。
そ
こ
か

ら
飛
び
出
た
人
形
た
ち
は
、
エ
プ

ロ
ン
に
く
っ
つ
い
た
り
、
離
れ
た

り
。
と
て
も
楽
し
い
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
読
み
聞
か
せ
の

お
話
は
ど
れ
も
楽
し
く
、
心
地
よ

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が

温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」

「
季
節
に
あ
っ
た
い
ろ
ん
な
本
を

読
ん
で
い
た
だ
き
、
と
て
も
よ

か
っ
た
で
す
」
と
、
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏
も
行
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
展
示

　

５
月
の
テ
ー
マ
展
示
は
、「
か

ぞ
く
」
で
す
。

　

う
れ
し
い
時
や
か
な
し
い
時
、

そ
ば
に
家
族
が
い
る
っ
て
幸
せ
で

す
。
で
も
家
族
っ
て
複
雑
！

　

家
族
の
い
ろ
い
ろ
な
あ
り
か
た

を
テ
ー
マ
に
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
集
め
ま
し
た
。

　

家
族
の
「
悲
し
み
と
喜
び
」
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

４
月
テ
ー
マ
展
示
「
緑
解か

い

禁き
ん

」

も
引
き
続
き
展
示
し
て
い
ま
す
。

郷
土
図
書
紹
介

「
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ

�

６
８
３
／
６
８
１
」

⃝
発
行
日　
平
成
２６
年
１０
月
１４
日

◦
発
行
者　
北
越
急
行
株
式
会
社

巡
回
図
書
を
利
用
く
だ
さ
い

　

４
月
１６
日
㈭
に
大
和
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
入
れ
替
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
図
書
館
の
蔵
書
か
ら
２

０
０
冊
を
隔
月
で
入
れ
替
え
て
い

る
も
の
で
す
。
次
回
塩
沢
図
書
室

は
、
５
月
２１
日
㈭
に
入
れ
替
え
予

定
で
す
。

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

広
告
紙
で
カ
サ
を
つ
く
ろ
う
！

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
市
図
書
館

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
７

　

梅
雨
を
先
取
り
！　

広
告
紙
で

か
わ
い
い
傘
を
作
り
ま
す

⃝
日
時　
５
月
２２
日
㈮

　
　
　
　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

⃝
会
場　
大
和
公
民
館

⃝�

内
容　
手
袋
人
形
・
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
・
絵
本
・
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
・
手
遊
び
・
歌
な
ど

⃝
対
象　
０
～
３
歳
児
と
保
護
者

⃝
参
加
費　
無
料
（
予
約
不
要
）
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企画展『小品の世界』
◦期間　6月22日㈪まで
⃝�作品解説　1981年4月、富

岡はかつて兵隊として赴い
た中国の桂林の地に足を踏
み入れました。霧の中に見
え隠れする奇峰、漓

り

江
こう

を挟
んだ渓谷の絶景を独自の技法で描きました。

トミオカホワイト美術館
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）
5月の休館：13日㈬、20日㈬、27日㈬

☎775－3646・FAX 775－3650
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）
５月の「市民無料の日」は、８日㈮、18日㈪、28日㈭

鈴木牧之記念館
開館9：00 ～ 16：30

5月の休館：12日㈫、19日㈫、26日㈫
☎・FAX 782－9860
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

「桂林山水・霧・水上より・陽朔Ｂ」

『北越雪譜』挿絵紹介その1
　『北越雪譜』には、牧之と絵師 
山東京水によって、当時の雪国の
生活をいきいきと描いた55枚の
挿絵が収められています。
　「掘除積雪之図」は、こしきや
雪切りのこぎりを使い、降り積
もった雪を掘る様子が描かれ、当
時の苦労がうかがえます。

「掘除積雪之図」
京水筆

～オペラ合唱団「うおぬまLirica」～
参加者募集

　大きな舞台でライトを浴び、歌ってみませんか？
　地域唯一のオペラ合唱団「うおぬまLirica」は、自
主公演や合唱イベント出演を目標に活動しています。
合唱経験の有無は問いません。
◦期間　通年（月3回、
　　　　月曜日に開催） 
◦会場　市民会館
◦対象　中学生以上
◦参加費　月額5,000円

南魚沼市民会館
受付8：30 ～ 17：15

5月の休館：4日㈪・祝～ 6日㈬・振休、11日㈪、18日㈪、25日㈪
☎773－5500・FAX 772－8161・FREE 0120－150－142
URL http://www.6bun.jp

棟方志功アートステーション
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

5月は毎日開館します
［ＪＲ六日町駅1階]　☎770－1173　
URL http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/

第1期 棟方志功＋浮世絵・油絵・版画「視線の行先」
◦期間　6月14日㈰まで

今泉記念館アートステーション
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

5月は毎日開館します
☎783－4500　FAX 783－3388
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp//imaizumi-kinenkan
￥ 一般500円／小中高250円
常設展 　～彫る�摺る�画

か

く～「棟方志功の世界」
企画展 　◦期間　6月17日㈬まで

「ピカソも・シャガールも・ウォーホルも！�
� 版画で出会う西洋美術」
「大沢昌助・堀内規次・桜井尚�版画展」　

うまさぎっしり新潟スタンプラリー対象施設です!
　対象施設で集めたスタンプ数に応じてさまざまなプ
レゼントに応募できます。詳しくは、「うまさぎっし
り新潟スタンプラリー」のウェブサイトやチラシ・ガ
イドブックをご覧ください。掲載のクーポンで、入館
料も割引となります。 ◦期間　6月30日㈫まで

～田中守～ 刻
とき

の風景
◦期間　5月2日㈯～ 6月2日㈫
　光風会や日展などで活躍する油彩画家 田中守氏。
代表作「刻の風景」シリーズを中
心に、初期～最新作を展示。
田中先生と絶景！
　八色の森公園を描くスケッチ会
◦日時　5月16日㈯　10：00 ～　
◦参加費　1,000円（入館料込み）
※電話などで申し込みください

スポーツ文化展示室 大相撲「江戸・大正時代の化粧回し」を展示
　江戸時代の関取・湊川の化粧回しなどを展示。

橘光一の電子オルガン演奏会「マイフェバリットミュージックVol.２」
◦日時　5月17日㈰　14：00 ～　　◦参加費　無料

池田記念美術館
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

5月の休館：7日㈭、13日㈬、20日㈬、27日㈬
☎780－4080　FAX 777－3815　URL http://www.ikedaart.jp
￥ 一般500円／高校生以下（無料）
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南魚スポーツパラダイス会員募集中!
　総合型地域スポーツクラブ南魚スポーツパラダイス（スポパラ）は、年会費6,170円で、さまざまな教室
が『無料』『割引価格』で受講できます。スポパラ会員になって、健康増進に励みませんか？

ディスポート南魚沼　トレーニングルーム　マシン使用法講習会
　油圧抵抗式マシンを使用し、どなたでも簡単に使い方を覚えられます。
日時　5月17日㈰・27日㈬　12：00 ～ 13：30 　定員　各６人（事前申込みが必要）
会場　ディスポート南魚沼１階　トレーニングルーム
対象　中学生以上　　　　　　　　　　　 　申込み　ディスポート南魚沼
※施設利用料300円が別途必要です（定期券可）
　運動着、室内用シューズ、タオルを用意ください

参加料
会員 無料

一般 200円

体育施設の案内
　（公財）南魚沼市文化スポーツ振興公社は、次の体育施設を管理・運営しています。
　個人や家族の健康増進、グループでのレクリエーションなど、どなたでも利用できます。利用料金や利用
方法などは、申込み窓口に問い合わせください。利用をお待ちしています。

５月の休館日
11日㈪、18日㈪、

25日㈪
公益財団法人�南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係
〒949－6611�南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

施　　設　　名 申込み窓口 電話番号

六
日
町
地
域

ディスポート南魚沼 プール（25ｍ・ちびっこ）、体育館、
トレーニングルーム、ランニングトラック

ディスポート南魚沼
（月曜休館）
火曜～土曜 9：00 ～ 21：30
日曜・祝日 9：00 ～ 17：00

773－6620

二日町体育館 体育館
五日町雪国スポーツ館 体育館
二日町グラウンド 野球（ナイター付）
二日町テニスコート ハードコート
余川グラウンド 多目的グラウンド

小栗山 
 サンスポーツランド

テニスコート（ハードコート）
フットサルコート（テニスコート内に
フットサルゴールを設置）
ゲートボールコート（クレーコート）

7/18 ～ 9/30 現地管理棟 772－7567

上記以外 ディスポート
南魚沼 773－6620

塩
沢
地
域

塩沢勤労者体育センター 体育館

ディスポート南魚沼 773－6620

塩沢グラウンド 多目的グラウンド
塩沢ゲートボール場 ゲートボール場
石打グラウンド 多目的グラウンド
大福寺工業団地 
 多目的広場 多目的グラウンド

中之島農村広場 多目的グラウンド
すぱーく塩沢 室内ゲートボール場

大
和
地
域

浦佐グラウンド 多目的グラウンド
ディスポート南魚沼

大和公民館

773－6620

777－4671

浦佐体育館 体育館
大和野球場 野球（ナイター付）
大和B&G海洋センター 体育館　
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　春のさわやかな風を感じながら、新緑の八色の
森公園を家族や友人とともに走りませんか？
　部門・男女別に上位6位まで表彰。豪華景品が
当たる抽選会もあります！
　大好評の「チビっ子の部」もあります。公園内
のコース500ｍを完走したチビっ子には、おやつ
をさしあげます！　ふるって参加ください！
日時　6月7日㈰　9：30スタート　※雨天決行
会場　八色の森公園周辺特設コース
部門　・チビっ子の部　500ｍ
　　　・小学生　2㎞　・一般　2㎞、5㎞
参加資格
　・チビっ子の部　4歳（年中程度） ～小学2年生
　・その他の部門　小学生以上の健康な人
参加費　・中学生以下　500円
　　　　・高校生・一般　1,000円
締切り　5月25日㈪
申込み　 社会教育課 生涯スポーツ係、 大和・塩沢

公民館、ディスポート南魚沼

第11回さわやかジョギング大会参加者募集
【問合せ・申込み】社会教育課　生涯スポーツ係
� ☎773－6630

6月開講の訓練コース

＊は、「中小企業研修受講料補助金」に該当
※受講料などの詳細は、問い合わせください

コース名 実施期間 曜日 時間帯

調理師受験＊ 6/8 ～ 6/25
（全6回） 月・木 18：30 ～

 21：20

エクセル 
 中高年＊

6/16 ～
 7/14

（全9回） 
火・金 18：30 ～

 21：20

車両系建設機
械 （解体用）
第3種特例講
習

6/12 金 講習時間
約4時間

アーク溶接
 特別教育

6/22 ～
 6/24 月～水 講習時間

21時間

サンティックの受講生募集
【問合せ・申込み】魚沼サンティックスクール
� ☎772－4554

　ベーマガＳ
ス タ ジ ア ム

ＴＡＤＩＵＭ（大原運動公園野球
場）で開催のイースタンリーグ西武対巨人戦の前
売りチケットを販売します。
日時　6月21日㈰　12：30試合開始
前売りチケット　1,500円
 （高校生以下：500円、未就学児：無料）
チケット取扱期間　5月11日㈪～
※ 前売りでチケットが完売の場合、当日販売は行

いません
販売場所　 社会教育課 生涯スポーツ係（土日祝

日は市民会館窓口まで）、大和・塩沢
公民館、ベーマガSTADIUM、サト
ウスポーツ

イースタンリーグ　西武 対 巨人戦
前売りチケットを販売

【問合せ・申込み】社会教育課　生涯スポーツ係
� ☎773－6630

日時　5月20日㈬　19：00 ～
会場　ディスポート南魚沼２階 アリーナ
対象施設　六日町地域の体育施設
調整期間　7月11日㈯～ 11月30日㈪

六日町地域体育施設の
利用団体調整会議の開催

【問合せ・申込み】社会教育課　生涯スポーツ係
� ☎773－6630

　5月の料理教室は、郷土料理「笹団子」です。
メニュー　笹団子（1人5個）
日時　5月26日㈫　① 10：00 ～正午
　　　　　　　　　② 13：30 ～ 15：30
対象　市内在住・在勤の人
講師　木村 多美子さん
費用　700円（当日集金）
受付期間　5月7日㈭～ 15日㈮
会場　塩沢公民館2階 調理実習室
持ち物　エプロン、三角巾、
　　　　ふきん、台ふき、
　　　　持ち帰り容器、
　　　　筆記用具
定員　各20人（先着順）

市民セミナー料理教室 参加者募集
【問合せ・申込み】大和公民館� ☎777－4671
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市
が
進
め
る
「
南
魚
沼
市
健
康
ま
ち
づ

く
り
食
育
推
進
計
画
」
に
基
づ
く
食
育
推

進
活
動
に
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
や
食
料
品

店
、
弁
当
業
者
な
ど
か
ら
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

食
育
情
報
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
「
毎
月

19
日
は
食
育
の
日
」
の
Ｐ
Ｒ
シ
ー
ル
を
商

品
に
貼
る
な
ど
、
各
店
ご
と
の
取
組
み
を

し
て
い
ま
す
。

　

新
規
協
力
店
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

協　力　店 行政区
1 一力弁当 島新田

2 魚よし 上町1丁目4区

3 キューピット大和 川原町

4 JA魚沼みなみ（6月からを予定） 天王町

5 JAしおざわ（Aコープ塩沢店） 中

6 せいかつセンター（Ａコープ城内店） 上原

7 原信 六日町店 栄町

8 原信 塩沢店 六分区

9 はりまや 塩沢本店 二分区

10 ハロークック 大和町2丁目

11 道の駅 南魚沼 雪あかり 四季味わい館 下一日市

12
新潟県職員生活協同組合

（南魚沼地域振興局内）
上町1丁目3区

13
レストラン雪水菜

（南魚沼地域振興局内）
上町1丁目3区

14 やましろや本舗 仲町

15 ラ・ラ地場生産者コーナー 旭町

【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

南
魚
沼
市
の
食
育
推
進
協
力
店

毎月₁₉日は食育の日
健康大好き 減塩家族

⃝受付・診療時間　午前：月曜～土曜　〔受付〕8：30 ～ 11：30　〔診療〕9：00 ～
　　　　　　　　　午後：月曜～金曜　第1・第3土曜　〔受付〕11：30 ～ 16：00　〔診療〕14：00 ～
� 【問合せ】城内診療所　☎775－2009

月 火 水 木 金 土
日

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1日 2日 3日

高橋 寺田 薄田 薄田 休　診
（憲法記念日）

4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日
休　診

（みどりの日）
休　診

（こどもの日） 振替休日 高橋 高橋 高橋 高橋 福本 休診 休　診

11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日
高橋 高橋 高橋 寺田 高橋 休診 高橋 高橋 休診 寺田 堀内 堀内 休　診

18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日
高橋 高橋 福本 福本 高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 寺田 福本 休診 休　診

25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日
高橋 高橋 高橋 寺田 高橋 休診 風間 高橋 高橋 寺田 高橋 休診 休　診

5月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
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市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

掲
示
板

【
問
合
せ
】
医
療
対
策
室

�

☎
７
７
３

－

６
７
０
６

新
医
療
体
制
の
説
明
会
を

開
催

　

６
月
に
高
度
医
療
に
対
応
で
き

る
魚
沼
基
幹
病
院
が
開
院
し
、
医

療
再
編
が
始
ま
り
ま
す
。
地
域
内

の
医
療
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
完

結
型
医
療
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

受
診
方
法
や
、
受
診
で
き
る
診

療
科
目
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。
市

民
に
向
け
た
医
療
体
制
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

六
日
町
地
域

日
時　
５
月
８
日
㈮

会
場　
本
庁
舎
２
階 

大
会
議
室

塩
沢
地
域

日
時　
５
月
１２
日
㈫

会�

場　

塩
沢
勤
労
者
福
祉
会
館

（
織
物
会
館
）
２
階 

研
修
室

大
和
地
域

日
時　
５
月
15
日
㈮

会
場　
大
和
庁
舎
３
階 

大
会
議
室

時
間　
午
後
７
時
３０
分
～

�

（
全
会
場
と
も
）

【
問
合
せ
】
法
務
局�

南
魚
沼
支
局

�

☎
７
７
２

－

３
７
４
２

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
～

対
象

・ 

家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
結

婚
・
離
婚
・
相
続
な
ど
）、
親

族
間
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
・

悩
み
ご
と
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題

・ 
い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

日
時　
５
月
１３
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

会
場　
働
く
婦
人
の
家
〔
富
町�

�

（
浦
佐
）〕
１
階 
託
児
室

相
談
担
当　
人
権
擁
護
委
員

最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員

・
島
村　

弘
〔
富
町
（
浦
佐
）〕

�

☎
７
７
７

－

２
５
５
４

・
行
方
幸
恵
〔
一
村
尾
〕

�

☎
７
７
７

－

４
８
３
１

・
中
島
澄
江
〔
下
二
（
大
崎
）〕

�

☎
７
７
９

－

２
６
４
１

・
廣
田
芳
克
〔
門
前
〕

�

☎
７
７
９

－

３
３
１
３

※ 

人
権
擁
護
委
員
は
、
相
談
日
に

限
ら
ず
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

中
越
潜
在
看
護
師
再
就
職
セ

ン
タ
ー
（
大
滝
）

�

☎
０
２
５
８

－

３
３

－
３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
５
８

－
３
３

－

８
８
１
１

メ
ー
ル�tatikaw
a@
�

�
niigata-inet.or.jp

看
護
師
再
就
職
支
援
講
習
会

「
も
う
一
度
働
き
た
い
あ
な
た
ヘ
」

　

看
護
師
・
准
看
護
師
・
保
健

師
・
助
産
師
の
資
格
を
持
ち
、
結

婚
や
出
産
な
ど
で
仕
事
か
ら
長
い

間
離
れ
て
い
る
人
を
対
象
と
し
た

講
習
会
で
す
。

期
間　
６
月
１
日
㈪
～
５
日
㈮

　
　
　
（
全
５
日
間
）

時
間　
午
前
１０
時
～

　
　
　
　
　

午
後
３
時
３０
分

会�

場　

立
川
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
会
館
〔
長
岡
市
神
田
町
〕

料
金　
３
，０
０
０
円

※ 

保
育
所
利
用
料
１
日
１
，０
０

０
円
（
昼
食
代
込
、３
歳
ま
で
）

内�

容　
１
～
２
日
目
：
基
礎
コ
ー

ス
（
講
義
と
演
習
）、
３
～
５

日
目
：
実
践
コ
ー
ス
（
実
習
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
）

申�

込
み　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
時
必
要
事
項

　

氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
、

免
許
取
得
年
月
日
、
保
育
所
利
用

の
有
無
と
年
齢
・
人
数

【
問
合
せ
】
市
民
課�

国
保
年
金
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
の
口
座
振
替
を

利
用
く
だ
さ
い

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
け

が
や
病
気
に
な
っ
た
人
を
、
社
会

全
体
で
支
え
る
制
度
で
す
。
制
度

維
持
の
た
め
に
、
保
険
料
は
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
口
座
振
替

納
付
書
で
納
め
て
い
る
場
合

　

口
座
振
替
に
す
る
と
保
険
料
の

納
め
忘
れ
や
、
金
融
機
関
に
行
く

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

・�

手
続
き　
通
帳
・
印
鑑
を
持
参

し
、
金
融
機
関
の
窓
口
で
申
し

込
み

年
金
天
引
き
で
納
め
て
い
る
場
合

　

手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、
年
金

天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※ 

家
族
の
口
座
か
ら
振
替
に
し
た

場
合
は
、
実
際
の
負
担
者
に
社

会
保
険
料
控
除
が
適
用
さ
れ
、

世
帯
全
体
の
所
得
税
・
住
民
税

に
影
響
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
問
合
せ
】
環
境
交
通
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
『
春
風
に

ゆ
と
り
を
の
せ
て�

安
全
運
転
』

　

５
月
１１
日
㈪
～
２０
日
㈬
に
「
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点

・ 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・ 

す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
横
断
歩
行
者
の
保
護

５
月
２０
日
㈬
は
、「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

　

全
国
で
は
記
録
の
残
る
昭
和
４３

年
以
降
、
毎
日
、
交
通
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
い
つ
も
以
上
に
交
通

事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

南
魚
沼
地
域
振
興
局�

健
康

福
祉
環
境
部�
地
域
保
健
課

�

☎
７
７
２

－

８
１
３
７

心
の
健
康
相
談
会

　
「
眠
れ
な
い
」「
不
安
」「
閉
じ

こ
も
り
が
ち
だ
」「
更
年
期
の
せ

い
か
気
持
ち
が
沈
む
」「
お
年
寄

り
の
も
の
忘
れ
」「
認
知
症
」　

な

ど
…

　

こ
れ
ら
の
悩
み
を
お
持
ち
の
人
、

ま
た
は
そ
の
家
族
な
ど
に
、
専
門

医
（
精
神
科
）
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま

す
。

日
時　
５
月
１９
日
㈫

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

会
場　
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

　
　
　

健
友
館
２
階 

会
議
室

費
用　
無
料

申
込
み　
事
前
予
約
が
必
要

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

〔
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
内
〕

�

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る

『
消
費
生
活
』�無
料
法
律
相
談

　

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
１
件
約
３０
分
。
希

望
す
る
人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に

電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

※ 

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
の
概
要
を
相
談
員
が
伺
い

ま
す

日
時　
５
月
２８
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

１
階 
相
談
室

※ 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み

な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽

に
利
用
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
建
設
課�

維
持
管
理
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
４

「
魚
野
川
河
川
美
化
運
動
」

参
加
者
募
集

　

ふ
れ
あ
い
魚
野
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
協
議
会
は
、
５
月
～
１０
月

の
毎
月
第
４
土
曜
日
に
１
時
間
程

度
、
六
日
町
大
橋
付
近
の
河
川
敷

で
草
刈
り
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
作

業
を
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

注�

意
事
項　
傷
害
保
険
な
ど
の
加

入
は
な
い
の
で
、
個
人
責
任
で

参
加
で
き
る
人

５
月
の
活
動　
５
月
２３
日
㈯

　

 

午
前
６
時
～
、
六
日
町
大
橋
の

下
集
合
（
坂
戸
側
）

【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

乳
幼
児
健
診
カ
レ
ン
ダ
ー

の
日
程
変
更

　

平
成
２７
年
度
の
乳
幼
児
健
診
日

程
を
変
更
し
ま
す
。

変
更
日
程

変
更
前　
１１
月
１２
日
㈭

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～

⬇

変
更
後　
１１
月
２４
日
㈫

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～

※ 

会
場
：
健
友
館
、
健
診
の
種

類
：
３
歳
児
健
診
は
、
変
更
な

し【
問
合
せ
】
福
祉
課�

高
齢
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

高
齢
者
世
帯
の
訪
問
調
査

に
協
力
く
だ
さ
い

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
高
齢
者

の
世
帯
状
況
調
査
に
伺
い
ま
す
。

実
施
期
間　
５
月
中
旬
～
６
月

対
象
世
帯　
〔
６５
歳
以
上
の
〕

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
世
帯

・
高
齢
者
の
み
の
世
帯

・ 

高
齢
者
と
１５
歳
未
満
の
み
の
世

帯
・
重
度
障
が
い
者
の
み
の
世
帯

　

調
査
結
果
は
、
見
守
り
活
動
や

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
案
内

な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
福
祉
課�

厚
生
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

生
活
困
窮
者
の
相
談
窓
口

　

４
月
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
の
施
行
に
伴
い
、
市
で
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
事
業
委
託
を
し
、

相
談
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

自
分
一
人
で
は
解
決
が
難
し
い

問
題
を
抱
え
、
現
に
生
活
に
困
窮

し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
相
談
と

寄
り
添
い
型
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
や
秘
密
は
、
厳
守
さ

れ
ま
す
。
ま
ず
は
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

　

南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

☎
７
７
３

－

６
９
１
９

【
問
合
せ
】
子
ど
も
・
若
者�

�

育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

　

今
年
も
た
の
し
い
教
室
が
始
ま

る
よ
♪　

気
楽
に
参
加
し
て
み
て

ね
。

　

初
め
て
の
人
、
里
帰
り
の
人
、

上
の
子
を
連
れ
た
人
、
み
ん
な
大

歓
迎
！

日
時　
５
月
１６
日
㈯

　
　
　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

�

（
受
付
：
午
前
９
時
３０
分
～
）

会
場　
市
民
会
館
１
階

�

多
目
的
ホ
ー
ル

内�

容　

春
だ
♪ 

ワ
ク
ワ
ク
、
み

ん
な
で
楽
し
く
あ
そ
ぼ
う
よ
！

対�

象　
０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
な
ど
（
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓

迎
！
）

料
金　
無
料

�

（
保
険
料
１
人
１０
円
負
担
）

申�

込
み　
不
要
。
直
接
会
場
に
お

こ
し
く
だ
さ
い
。

※ 

動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く

だ
さ
い

教
室
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
中
！
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【
問
合
せ
】
福
祉
課

�
障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

特
別
障
が
い
者
手
当
・
障
が

い
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福

祉
手
当
の
受
給
額
の
改
定

　

各
手
当
の
受
給
額
は
、
４
月
分

か
ら
次
の
額
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
障
が
い
者
手
当

　

２
６
，６
２
０
円

　
（
改
定
前
２
６
，
０
０
０
円
）

障
が
い
児
福
祉
手
当

　

１
４
，４
８
０
円

　
（
改
定
前
１
４
，１
４
０
円
）

経
過
的
福
祉
手
当

　

１
４
，４
８
０
円

　
（
改
定
前
１
４
，１
４
０
円
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ

ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
６

心
理
相
談
の
開
催

　

義
務
教
育
終
了
後
か
ら
３９
歳
ま

で
の
困
難
を
抱
え
た
若
者
へ
の
支

援
と
し
て
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る

心
理
相
談
を
行
い
ま
す
。

対�

象　
発
達
障
が
い
・
不
登
校
・

ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
で
お
悩

み
の
若
者
・
そ
の
家
族

日
時　
５
月
２６
日
㈫

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

会�

場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
１
階 

相
談
室

※
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

相
談
員
が
電
話
・
来
所
相
談
に
随

時
応
じ
ま
す
。（
来
所
相
談
は
、

事
前
の
電
話
予
約
が
必
要
）

【
問
合
せ
】　
新
潟
県
福
祉
保
健

部�

基
幹
病
院
整
備
室

�
☎
０
２
５

－

２
８
０

－

５
９
７
３

魚
沼
基
幹
病
院
の
内
覧
会

を
開
催

　

６
月
１
日
㈪
に
開
院
す
る
魚
沼

基
幹
病
院
の
内
覧
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　
５
月
１９
日
㈫

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

会
場　
魚
沼
基
幹
病
院

※ 

内
覧
は
、
申
込
み
不
要
で
ど
な

た
で
も
可
。
駐
車
場
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
る
の
で
、
乗
り
合
わ

せ
な
ど
で
来
場
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
総
務
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
０

六
日
町
地
域
の
行
政
相
談

委
員
が
交
代

　

六
日
町
地
域
の
行
政
相
談
委
員

が
４
月
１
日
か
ら
代
わ
り
ま
し
た
。

※ 

大
和
・
塩
沢
地
域
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん

六
日
町
地
域
の
新
行
政
相
談
委
員

　

佐
藤
英
則
〔
学
校
町
３
丁
目
〕

�

☎
７
７
２

－

２
６
５
２

定
期
相
談　
毎
月
第
３
木
曜
日

�

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

※
相
談
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
週

会
場　
本
庁
舎

行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、

要
望
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決

の
た
め
の
助
言
や
関
係
機
関
へ
の

通
知
な
ど
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

�

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
３
０

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
２
０
１
６
新
潟
」

採
火
式
・
分
火
式
を
開
催

　

南
魚
沼
市
と
新
潟
市
で
開
催
予

定
（
平
成
２８
年
２
月
１２
日
㈮
～
１４

日
㈰
）の
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
２
０
１
６
新
潟
で
使
用
す
る

灯
火
の
採
火
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

採
火
さ
れ
た
火
は
、
魚
沼
の
里

で
分
火
を
行
い
、
大
会
ま
で
の
９

か
月
、
全
国
各
地
を
リ
レ
ー
し
ま

す
。
会
場
で
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
が

ト
ー
チ
ラ
ン
を
行
い
、
有
森
裕
子

大
会
会
長
が
伴
走
を
し
ま
す
。
城

内
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
応
援
演
奏

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
を
リ
レ
ー
し
、
再
び
大
会

会
場
の
五
日
町
ス
キ
ー
場
に
灯
る

火
の
出
発
を
、
応
援
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
１７
日
㈰

採
火
式　
午
前
１１
時
～

会
場　
八
海
山
尊
神
社

�

〔
原
小
路
（
大
崎
）〕

分
火
式
・
ト
ー
チ
ラ
ン

　
　
　
　
　

午
後
０
時
３０
分
～

会
場　
魚
沼
の
里
〔
長
森
〕

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

国
土
交
通
省�

信
濃
川
河
川

事
務
所�

占
用
調
整
課

☎
０
２
５
８

－

３
２

－

３
０
２
０

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

応
募
資
格

　

満
２０
歳
以
上
の
健
康
な
人
で
、

信
濃
川
（
燕
市
・
洗
堰
～
十
日
町

市
・
宮
中
ダ
ム
）
か
、
魚
野
川

（
信
濃
川
合
流
点
～
南
魚
沼
市
・

八
海
橋
）
に
接
す
る
機
会
が
あ
り
、

河
川
愛
護
に
関
心
が
あ
る
。
河
川

か
ら
５
㎞
以
内
に
居
住
し
て
い
る
。

（
活
動
可
能
な
人
は
５
㎞
以
上
で

も
可
）

業
務
内
容

　

信
濃
川
や
魚
野
川
に
係
る
モ
ニ

タ
ー
自
身
の
河
川
愛
護
の
活
動
や
、

日
常
生
活
の
範
囲
内
で
知
り
得
た

地
域
の
情
報
な
ど
を
報
告
（
月
１

回
の
定
期
報
告
と
随
時
報
告
）

※
報
告
を
公
開
す
る
場
合
あ
り

任
期　
７
月
１
日
か
ら
１
年
間

募
集
人
員　
若
干
名

手
当　
月
額
４
，５
８
０
円

締
切
り　
６
月
５
日
㈮

申�

込
み　

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、「
河
川
愛
護
モ
ニ

タ
ー
応
募
用
紙
希
望
」
と
記
入

し
、
６
月
１
日
㈪
ま
で
に
送
付
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
応
募
も
可
。（
後

日
、
応
募
用
紙
な
ど
を
当
事
務

所
か
ら
送
付
）

応
募
先

　

〒
９
４
０

－

０
０
９
８

　

長
岡
市
信
濃
１

－

５

－

３０

　

 

信
濃
川
河
川
事
務
所　

占
用
調

整
課
「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募

集
」
係

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
５
８

－

３
３

－

８
１
６
８
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【
問
合
せ
】

　
商
工
観
光
課�
観
光
交
流
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
５

　
八
海
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

�

☎
７
７
５

－

３
３
１
１

八
海
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

南
魚
沼
市
民
優
待
利
用
券

　

市
民
向
け
の
優
待
利
用
券
を
利

用
く
だ
さ
い
。
利
用
に
は
運
転
免

許
証
な
ど
、
住
所
の
わ
か
る
も
の

を
提
示
く
だ
さ
い
。

営
業
期
間（
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
）

　

１１
月
１５
日
㈰
ま
で

営
業
時
間

・�

平
日　
午
前
８
時
２０
分
～
午
後

４
時
２０
分
（
上
り
最
終
：
午
後

４
時
）

・�

土
・
日
・
祝
日　
午
前
８
時
～

午
後
５
時
（
上
り
最
終
：
午
後

４
時
２０
分
、
～
６
月
２６
日
・
１１

月
４
日
～
１１
月
１５
日
は
平
日
時

間
と
同
じ
）

優
待
料
金
（
往
復
）

　

中
学
生
以
上
：
１
，２
０
０
円

�

（
一
般
１
，８
０
０
円
）

　

小
学
生
以
下
：
６
０
０
円

�

（
一
般
９
０
０
円
）

※ 

優
待
利
用
券
は
、
１
枚
に
つ
き

５
人
ま
で
利
用
可
能
。
他
の
割

引
と
重
複
利
用
は
不
可

定�

休
日　

５
月
１３
・
１４
・
２０
・

２１
・
２７
・
２８
日
、
６
月
３
・

４
・
１０
・
１１
・
１７
・
１８
・
２４
・

２５
日
、
７
月
１
・
２
・
８
・
９

日
、
９
月
２
・
３
・
１６
・
１７
日

設�

置
場
所　

商
工
観
光
課
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市

民
会
館
、
大
和
・
塩
沢
公
民
館
、

デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼
、
城
内

開
発
セ
ン
タ
ー
、
南
魚
沼
図
書

館【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
上
田
ふ
る
さ
と
協
議
会

�

（
上
田
地
区
セ
ン
タ
ー
）

�

☎
７
８
２

－

５
３
０
１

第
８
回 

登
川
清
流

　
　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会�

�
参
加
者
募
集

　

爽
や
か
な
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な

が
ら
、
家
族
や
友
人
と
一
緒
に

走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
６
月
２１
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
～

�

（
受
付
：
午
前
８
時
２０
分
～
）

会�

場　
登
川
河
川
公
園
と
遊
歩
道

�

（
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
）

部�

門　
小
学
生
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
一

般
〔
２
㎞
〕、
中
学
生
・
一
般

〔
4.5
㎞
・
8.5
㎞
〕

料�

金　
小
中
学
生
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

１
人
：
５
０
０
円
、
高
校
生
以

上
：
１
，０
０
０
円

※ 

申
込
み
締
切
り
後
に
参
加
費
の

返
却
は
、
で
き
ま
せ
ん

締
切
り　
６
月
５
日
㈮

申�

込
み
先　
上
田
地
区
セ
ン
タ
ー
、

市
民
会
館
、
大
和
・
塩
沢
公
民

館
、
上
田
の
郷
、
か
ど
屋
商
店
、

若
松
屋
、
大
塚
酒
店
、
響

【
問
合
せ
】

　
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
２
５

－

７
９
４

－

２
４
１
０

平
成
２７
年
度

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

�

開
催

期�

日　
①
５
月
２３
日
㈯
、
②
６
月

２０
日
㈯
、
③
７
月
１１
日
㈯
、
④

８
月
１９
日
㈬
、
⑤
９
月
１２
日
㈯

※ 

①
の
参
加
希
望
は
、
事
前
予
約

が
必
要

時
間　
午
後
１
時
３０
分
～

会
場　
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

�

〔
魚
沼
市
堀
之
内
〕

内�

容　
木
造
建
築
科
・
電
気
施
設

科
・
エ
ク
ス
テ
リ
ア
左
官
科
で

の
授
業
、
資
格
・
就
職
な
ど
の

案
内

対�

象　
今
年
度
中
学
・
高
校
卒
業

見
込
み
の
人
と
保
護
者
な
ど

（
既
卒
者
は
お
お
む
ね
４０
歳
ま

で
）

費
用　
無
料

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
事
務
局
（
羽
吹
）

☎
０
９
０

－

３
３
３
３

－

６
６
４
０

良
寛
ク
ラ
ブ
南
魚
沼

「
第
１１
回
通
常
総
会
記
念

講
演
会
」
を
開
催

　

良
寛
和
尚
の
「
人
間
性
に
学
び

た
い
」「
心
に
迫
り
た
い
」
な
ど

の
願
い
や
、
豊
か
な
社
会
の
実
現

と
地
域
の
発
展
な
ど
を
目
的
に
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
５
月
１７
日
㈰

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

演
題　
良
寛
さ
ん
と
越
後
の
花

講�

師　

坂
井
幸
子
さ
ん
（「
花
の

歳
時
記
」
坂
井
幸
子
ア
ー
ト
フ

ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
ル
ー
ム
）

会
場　
本
庁
舎
２
階 

大
会
議
室

※
入
場
無
料

良
寛
ク
ラ
ブ
南
魚
沼
で
は
会
員
を

募
集
し
て
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
六
日
町
商
工
会

�

☎
７
７
２

－

２
５
９
０

六
日
町
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

六
の
市

　

衣
類
、
雑
貨
、
玩
具
、
木
工
品

を
は
じ
め
、
飲
食
店
コ
ー
ナ
も
充

実
！
路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

毎
回
好
評
の
「
抽
選
会
」
も
開

催
し
ま
す
。

日
時　
５
月
５
日
㈫
・
祝

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

会
場　
六
日
町
駅
前
通
り
商
店
街

　

役
者
や
舞
台
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
舞
台
を
通

じ
て
あ
な
た
の
可
能
性

を
発
見
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
気
軽
に
稽
古
見
学

に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
毎
週
木
曜
日

�

午
後
７
時
３０
分
～
９
時

対
象　
小
学
４
年
生
～

会
場　
中
央
公
民
館

�

研
修
室

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
劇
団
ゆ
き
ぐ
に
事
務
局
（
小
倉
）

�

☎
０
５
０

－

３
６
３
６

－

９
６
３
３

劇
団
ゆ
き
ぐ
に
「
劇
団
員
・
ス
タ
ッ
フ
募
集
」
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News Plaza
【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟�

�

後
援
会
（
村
山
）

☎
０
２
５

－

２
８
２

－

０
０
１
１

試
合
観
戦
の
招
待

２
０
１
５
明
治
安
田
生
命
Ｊ

１
リ
ー
グ 

１
ｓｔ
ス
テ
ー
ジ 

第

１５
節
「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟 

対 
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
」

日
時　
６
月
７
日
㈰

　
　
　

午
後
４
時 

試
合
開
始

会�

場　
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
（
チ
ケ
ッ
ト
は
Ｓ
・

Ｅ
ス
タ
ン
ド
自
由
席
）

応
募
条
件　
南
魚
沼
市
在
住
者

募
集
人
数　
５
０
０
人

※ 

招
待
券
の
申
込
み
は
、
自
由
席

２
枚
ま
で
。
３
枚
以
上
希
望
の

場
合
は
、
優
待
価
格
で
販
売

あ
て
先
・
応
募
方
法

　

左
記
の
記
入
例
を
参
考
に
応
募

く
だ
さ
い
。〔
往
復
ハ
ガ
キ
は
各

自
で
用
意
く
だ
さ
い
〕

　

応
募
は
、
１
世
帯
に
つ
き
１
通

限
り
有
効
〔
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
〕

締
切
り　
５
月
２２
日
㈮
必
着

受�

け
渡
し　
招
待
の
可
否
を
返
信

用
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ

　
〔
５
月
２９
日
㈮
こ
ろ
を
予
定
〕

　

電
話
で
の
可
否
の
問
合
せ
は
、

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

　

観
戦
は
、
返
信
ハ
ガ
キ
を
持
参

し
、
Ｅ
ゲ
ー
ト
前
広
場
に
設
置
の

「
チ
ケ
ッ
ト
引
換
所
」
で
、
チ

ケ
ッ
ト
と
引
換
え
後
に
入
場
・
観

戦

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
室

�

☎
７
７
３

－

６
６
５
８

市
報
み
な
み
魚
沼

「
ｉ
広
報
」
も
利
用
く
だ
さ
い

　

ｉ
広
報
紙
を
利
用
す
る
と
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
、

手
軽
に
市
報
み
な
み
魚
沼
を
読
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
く

だ
さ
い
。

ｉ
広
報
の
特
徴

・ 

最
新
号
が
配
信
さ
れ
る
と
、
端

末
に
通
知

・ 

い
つ
で
も
簡
単
に
市
報
を
閲
覧

で
き
、
ペ
ー
ジ
め
く
り
や
拡

大
・
縮
小
が
簡
単

・ 

気
に
な
る
記
事
の
切
り
取
り
や

保
存
と
、
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
シ
ェ
ア
が
可
能

イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
設
定

　
A

pp Store

か
、G

oogle 
Play

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
無

料
）
し
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

ｉ
広
報
紙
へ
の
登
録
は
、
住
ん

で
い
る
地
域
・
生
年
月
・
性
別

の
登
録
の
み
。
名
前
や
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
の
登
録
は
不
要

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
室

�

☎
７
７
３

－

６
６
５
８

シ
リ
ー
ズ 

市
民
の
声
⑦

窓
口
対
応
に
つ
い
て

市
民
か
ら
の
意
見
・
提
案
な
ど

　

ど
の
窓
口
に
も
、
ど
ん
な
書
類

が
必
要
な
の
か
わ
か
ら
な
い
職
員

が
い
て
、
何
度
も
市
役
所
に
足
を

運
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

市
か
ら
の
返
事

　

窓
口
対
応
職
員
の
知
識
不
足
か

ら
、
手
続
き
完
了
ま
で
に
何
度
も

市
役
所
に
来
庁
い
た
だ
い
た
こ
と

を
お
詫
び
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
負
担
を
可
能

な
限
り
軽
減
す
る
べ
く
、
職
員
の

技
量
の
向
上
を
図
り
、
関
連
部
署

間
の
連
絡
体
制
を
密
に
し
、
１
回

の
来
庁
で
必
要
な
手
続
き
が
す
べ

て
完
了
す
る
よ
う
、
心
が
け
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
毎
年
４
月
は
、

人
事
異
動
の
影
響
で
職
員
の
知

識
・
技
量
が
低
下
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
人
事
異
動
で
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
停
滞
・
低
下
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
一
定
の
レ
ベ

ル
の
知
識
習
得
に
は
時
間
が
か
か

る
こ
と
も
事
実
で
す
。
み
な
さ
ん

に
不
要
な
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
、

職
員
の
教
育
・
研
修
を
徹
底
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

手
続
き
の
性
質
に
よ
っ
て
は
、

ど
う
し
て
も
１
回
で
は
完
了
せ
ず
、

段
階
を
経
て
、
２
回
、
３
回
と
来

庁
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
新
規
に
戸
籍
を
作
成
し
、
そ

の
戸
籍
謄
本
を
添
付
し
て
申
請
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
や
、
所

得
証
明
の
添
付
が
必
要
で
、
所
得

申
告
が
未
了
の
場
合
な
ど
で
は
、

必
要
書
類
を
当
日
に
作
成
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
、
再
度
来
庁
い
た

だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
い

は
、
医
師
の
診
断
書
、
医
療
機
関

の
領
収
書
、
事
業
所
の
発
行
す
る

離
職
証
明
書
な
ど
、
他
の
機
関
・

組
織
が
発
行
す
る
書
類
の
添
付
が

必
要
な
場
合
は
、
そ
の
書
類
を
発

行
す
る
た
め
の
審
査
な
ど
に
時
間

が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

市
民
に
不
必
要
な
負
担
を
か
け

な
い
よ
う
、
必
要
な
手
続
き
・
書

類
は
何
か
、
関
連
し
て
行
う
必
要

の
あ
る
手
続
き
は
な
い
か
な
ど
を
、

的
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

職
員
の
能
力
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

担
当　
市
民
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

山崎亮平�選手（南魚沼市出身）
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News Plaza
故 火坂雅志さんへの新潟県民栄誉賞の授与を要望　～輝かしい活躍と功績をたたえて～

　４月９日㈭、井口市長は、上越市の村山市長、長岡市の磯田副市長とともに、新潟県の泉田知事を
訪れ、平成21年放送の大河ドラマ「天地人」の原作者で、全国に天
地人ブームを広げた故 火坂雅志さんへの新潟県民栄誉賞の授与に関
する要望書を提出しました。
　泉田知事は、「火坂さんが残した大きな足跡を改めて実感していま
す。直江兼続公は、火坂さんの活躍で広く世に出たと思っています。
要望の主旨をしっかりと受け止めさせていただきます」と、語りまし
た。
　〔４月20日㈪、新潟県民栄誉賞が授与されました〕

南魚沼市の観光名所を描いた絵入りはがきの贈呈式が行われました
　４月２日㈭、観光PRを目的に、南魚沼市の観光名所を題材にして郵
便局が作成した絵入りはがきの完成を記念し、贈呈式が行われました。
　この絵入りはがきは全６種で、郵便局魚沼地区連絡会統括局長の越
後上田郵便局 青木局長から各500枚が市に贈呈されました。
　はがきは無料で、市内の各郵便局と市役所の各庁舎で配布しています。

小野塚彩那選手が来庁し、今季の成績を市長に報告
　3月30日㈪、今季も輝かしい成績を残した小野塚彩那選手がワール
ドカップ総合優勝のトロフィーとクリスタルメダル、X－GAMESの
シルバーメダルを持参し、市長に成績を報告しました。市長は小野塚
選手に棚村基金奨励金を贈呈しました。
　小野塚選手は、市民に向けて「いつも応援、うれしく思います。ト
レーニングで坂戸山に登ったときなどに、声をかけていただき、励み
になっています。感謝の気持ちでいっぱいです」と、語りました。

大原運動公園野球場ネーミングライツ契約締結式を行いました　～新名称は「ベーマガS
ス タ ジ ア ム

TADIUM」に～
　大原運動公園野球場（昨年5月オープン）のネーミングライツパー
トナーが㈱ベースボール・マガジン社に決まり、3月27日㈮に契約締
結式を行いました。契約金額は年額100万円、期間は平成30年3月31
日までで、契約金はスポーツ振興に役立てることなどを考えています。
　㈱ベースボール・マガジン社の池田社長は、「大原運動公園を情報
発信メディアとして活用し、指定管理者のBMS南魚沼スポーツコ
ミュニティとともに各種ソフトの提供を行い、地元の人に喜んでもら
える企画を行っていきたい」と、語りました

大巻小学校4年生の児童が福祉センターしらゆりを訪問　～ S
サンシャイン

unshine B
ボーイズ

oys &
アンド

 G
ガールズ

irls（4年生の活動名）と高齢者の交流～
　大巻小学校４年生（現5年生）の児童18人は、「総合的な活動の時間」の中で、高齢者との交流と、
学んできたダンスや語りで人を元気づけることなどを目的に、
越南苑などへの訪問活動を続けてきました。
　3月16日㈪、1年間の最後の活動として、福祉センターし
らゆりを訪れ、今まで学んだダンスや語り、みんなで考えた
劇などを全力で披露しました。集まった高齢者からは、大き
な拍手や笑顔があふれ、発表が終わるとお互いに「ありがとう」と、元気な声が響きました。
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日にち 診療科 受付時間 医療機関 電話番号

2日㈯
内科

13：30 ～ 16：00 青葉すこやかクリニック 782－1000
18：00 ～翌朝6：00 六日町病院 772－7111

外科 12：00 ～翌朝6：00 六日町病院 772－7111

3日㈰
祝日

内科
外科

9：00 ～ 12：00
13：30 ～ 16：00 休日救急診療所 773－6688

18：00 ～翌朝6：00 六日町病院 772－7111

4日㈪
祝日

内科
外科

9：00 ～ 12：00
13：30 ～ 16：00 休日救急診療所 773－6688

18：00 ～翌朝6：00 六日町病院 772－7111

5日㈫
祝日

内科
外科

9：00 ～ 12：00
13：30 ～ 16：00 休日救急診療所 773－6688

18：00 ～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777－2111

6日㈬
振休

内科
外科

9：00 ～ 12：00
13：30 ～ 16：00 休日救急診療所 773－6688

18：00 ～翌朝6：00 六日町病院 772－7111

9日㈯
内科

13：30 ～ 16：00 風間内科医院 782－6688
18：00 ～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777－2111

外科 12：00 ～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777－2111

10日㈰
内科
外科

9：00 ～ 12：00
13：30 ～ 16：00 休日救急診療所 773－6688

18：00 ～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777－2111

16日㈯
内科

13：30 ～ 16：00 河内医院 772－2355
18：00 ～翌朝6：00 六日町病院 772－7111

外科 12：00 ～翌朝6：00 六日町病院 772－7111

17日㈰
内科
外科

9：00 ～ 12：00
13：30 ～ 16：00 休日救急診療所 773－6688

18：00 ～翌朝6：00 六日町病院 772－7111

　春は新しいスタートの季節。進学や就職、
職場内の異動などで環境が変わった人も多

いでしょう。初々しい制服姿を駅などで見かけます。希望と不
安を胸にした生活も、ようやく１か月が過ぎます。疲れがたま
り、体調を崩す人が出るのもこのころです。私も秘書広報室に
異動して来たばかり。おいしい山菜をいただき、この時期を乗
り切りたいと思います。 （秘書広報室　山崎）

編集後記

今月の表紙 　4月7日に五日町小学校で開催された入学
式。少し緊張しながらも、名前を呼ばれると元気な返事
とともに立ち上がりました。

市民の動き
（平成27年3月末日現在）

◦人口 59,242人（先月比 －319）
◦男 28,951人（先月比 －152）�◦女 30,291人（先月比 －167）
◦世帯数 19,680戸（先月比 －19）

必ず受診前に電話で症状を伝え、対応が可能か確認してください。

救急医療当番 5月
2日～17日

★�市消防本部のテレホンガイド�☎782－1991
やウェブサイト 南魚沼市　救急医療 検 索 で
も当番の確認ができます。

◦脳神経外科の休日救急医療　齋藤記念病院（☎773－5111）
　�診療時間：土曜12：00～翌朝6：00、日曜・祝日6：00～翌朝6：00
※�服用している薬がある場合は、お薬手帳や服用している薬をお持
ちください。乳幼児の受診の場合は、母子手帳をお持ちください

◦休日救急診療所の所在地
　市役所本庁舎南分館
　（旧南魚沼市保健センター内）
　☎773－6688（日曜・祝日のみ）
◦�新潟県『小児救急医療電話相談』
　（☎025－288－2525）
　夜間に子どもの具合が悪くなった
ときに利用ください。経験豊富な看
護師が、必要に応じて医師のアドバイスを受けなが
ら相談に応じます。（毎日19：00～ 23：00）
◦医療機関の適切な利用にご協力をお願いします
　通常の診療時間のほうがスタッフが揃っているの
で、夜間より適切な治療が受けられます。できるだけ通常の時間に
受診しましょう。また、医療や健康のことを気軽に相談できる「か
かりつけ医」を持ちましょう。病状に応じて適切な病院や医師に紹
介してもらえるので、いざというときも安心です。
� 【問合せ】医療対策室　☎773－6706

南魚沼市役所前 六日町

東口

市役所
本庁舎

休日救急
診療所

館
分
北

公園 正面玄関

周辺
地図

日にち 行事名・時間・会場など

14日㈭
コミュニケーション・セミナー
14：00～15：30　子ども・若者育成支援センター

16日㈯

「心豊かな子育て教室」開講式
10：00 ～ 11：30　市民会館�多目的ホール

読書のつどい
14：00 ～ 15：30　南魚沼市図書館�多目的室

17日㈰
猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13:00 ～ 15:00　イオン六日町

19日㈫
わが子の自立を願う家族の集い
13：30 ～ 15：30　ふれ愛支援センター

22日㈮
乳幼児親子おはなしの会
「えほんであそぼ」
10：00 ～ 11：30　大和公民館

25日㈪
第５回農業委員会総会
9：00 ～　大和庁舎３階�旧議場

26日㈫
心理相談
14：00～15：00　子ども・若者育成支援センター

2015 MAY CALENDAR5月のカレンダー

行政
困りごと
相談

5月11日㈪ 13：30 ～ 15：30　�働く婦人の家〔浦佐〕
5月19日㈫ 13：30 ～ 16：00　�塩沢老人福祉センター
5月21日㈭ 13：30 ～ 15：30　�本庁舎

【問合せ】総務課�防災庶務班　☎773－6660

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」「育児
相談」などに利用ください。

【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754
◦時間　9：30 ～ 15：30
各地区★印の会場で開催します。

★大和会場　大和庁舎（3F）
　毎週 月・火・木曜日
　◦5月7日㈭　10：30～
　　支援講座「歯の衛生」　講師：歯科衛生士

★六日町会場　ふれ愛支援センター（2F）
　毎週 月～土曜日
　◦5月25日㈪　10：30～
　　支援講座「歯の衛生」　講師：歯科衛生士

★塩沢会場　塩沢庁舎（北棟2F）
　毎週 火・水・金曜日
　◦5月15日㈮　10：30～
　　支援講座「歯の衛生」　講師：歯科衛生士

※どの会場にも参加できます。予約は不要です
　保険料として1人10円をお願いします

ほのぼの広場


